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発
刊
に
あ
た
っ
て 

  

「
北
方
領
土
と
私
た
ち
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
も
、
今
回
で
十
九
回
、

来
年
は
節
目
の
二
十
回
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
戦
後
八
十

年
と
い
う
長
い
年
月
の
経
過
の
中
で
、
北
方
領
土
問
題
の
風
化
、
関
心

の
低
下
と
い
う
課
題
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
毎
年
、
京
都

府
内
の
中
・
高
校
生
た
ち
が
こ
の
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
作
文
と
い
う

形
で
自
分
の
考
え
を
表
し
て
く
れ
る
こ
と
が
、
今
後
の
北
方
領
土
問

題
の
進
展
に
向
け
て
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。 

 

さ
て
、
本
作
文
集
の
表
紙
を
飾
る
写
真
は
、
令
和
六
年
度
北
方
領
土

青
少
年
等
現
地
視
察
事
業
の
時
の
も
の
で
す
。
令
和
六
年
八
月
六
日

か
ら
九
日
に
か
け
て
、
京
都
府
の
中
学
生
た
ち
十
七
名
が
北
方
領
土

隣
接
地
域
を
訪
れ
、
関
係
施
設
の
見
学
や
、
元
島
民
に
よ
る
引
き
上
げ

体
験
、
当
時
の
島
の
様
子
に
つ
い
て
の
講
話
を
聴
く
な
ど
の
研
修
を

受
け
ま
し
た
。 

猛
暑
の
京
都
と
は
大
き
く
異
な
る
気
候
に
生
徒
た
ち
は
感
嘆
の
声

を
あ
げ
て
い
ま
し
た
が
、
研
修
が
進
む
に
つ
れ
、
島
に
は
ま
ぎ
れ
も
な

く
日
本
人
の
生
活
が
あ
っ
た
こ
と
、
元
島
民
の
方
々
に
と
っ
て
島
が

今
で
も
か
け
が
え
の
な
い
ふ
る
さ
と
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る

よ
う
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ふ
る
さ
と
を
失
っ
た
心
情
、
ロ
シ
ア
人

へ
の
複
雑
な
思
い
等
を
元
島
民
の
方
か
ら
聴
い
た
と
き
、
生
き
て
き

た
時
代
も
場
所
も
違
う
け
れ
ど
、
も
し
そ
れ
が
「
自
分
な
ら
」
ど
う
思

う
だ
ろ
う
、
ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
だ
ろ
う
と
心
を
動
か
し
、
京
都
に

帰
っ
た
ら
こ
の
思
い
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
と
考
え
始
め

て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
心
の
動
き
、
思
い
を
持
つ

若
者
の
存
在
が
未
来
を
作
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

 

京
都
府
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
た
南
丹
市
立
殿
田
中
学
校 

大
沢 

拓
斗
さ
ん
、
京
都
市
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
京
都
市
立
二
条
中
学
校 

藤
田
紬
希
さ
ん
の
作
文
か
ら
も
、
元
島
民
の
思
い
を
受
け
取
り
、
自
分

事
と
し
て
深
く
考
え
、
こ
の
問
題
を
多
く
の
人
に
伝
え
、
と
も
に
歩
ん

で
い
く
仲
間
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
い
う
強
く
頼
も
し
い
思
い
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
中
学
生
や
高
校
生
が
こ
の

問
題
を
学
び
、
深
め
る
き
っ
か
け
を
い
た
だ
い
て
い
る
関
係
者
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
賜
物
で
す
。
今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
を

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

結
び
に
当
た
り
、
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
生
徒
の
皆
さ
ん
や
、
ご
指

導
く
だ
さ
っ
た
各
校
の
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

ご
後
援
い
た
だ
き
ま
し
た
京
都
府
、
京
都
市
、
京
都
府
・
京
都
市
教
育

委
員
会
、
京
都
府
・
京
都
市
中
学
校
長
会
、
京
都
府
公
立
高
等
学
校
長

会
、
京
都
府
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
、
京
都
府
私
立
中
学
高
等
学

校
連
合
会
、
独
立
行
政
法
人
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
、
京
都
新
聞
、

産
経
新
聞
京
都
総
局
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
の
皆
様

方
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
、
発
刊
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

 

令
和
七
年
二
月
八
日 

 

北
方
領
土
返
還
要
求
京
都
府
民
会
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京
都
府
北
方
領
土
教
育
者
会
議 
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祐 
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令和６年度 

第 19 回「北方領土と私たち」作文コンクール実施要項 
 

１ 趣 旨  京都の中学生や高校生等が、北方領土が歴史的な経過や国際法に照らし
て日本の固有の領土であることを正しく理解し、北方領土に対する関心
を高めることを目的としてこの事業を実施する。 

 
２ 主 催  北方領土返還要求京都府民会議 京都府北方領土教育者会議 
 
３ 後 援  京都府、京都市、京都府教育委員会、京都市教育委員会 
         京都府中学校長会、京都市中学校長会、京都府公立高等学校長会 
        京都府市町村教育委員会連合会、京都府私立中学高等学校連合会 

（独立行政法人）北方領土問題対策協会、京都新聞、産経新聞京都総局 
       ＫＢＳ京都 
        
４ テーマ   「北方領土と私たち」にかかわる内容であること（題名は自由） 
 
５ 募 集 （１）対  象  京都府内の中学校、高等学校、義務教育学校並びに特別

支援学校に在学している者 
      （２）募集期間  令和 6 年 6 月 18 日（火）～12 月 6 日（金） 
      （３）作品規定  原稿用紙（400 字詰）３枚程度 
      （４）応 募 先   京都府北方領土教育者会議事務担当 
                 〒629-1192 京都府船井郡京丹波町本庄ウエ 16 
                              京丹波町教育委員会 小森宛 TEL 0771-84-0028 
 
６ 審 査  主催者において選定した審査員により審査 
 
７ 表 彰 （１）賞の設定 
          最優秀賞 ２点・京都府知事賞・京都市長賞 各１点 
          優 秀 賞 10 点・京都府教育委員会教育長賞 １点 
                 ・京都市教育長賞 １点 
                 ・北方領土問題対策協会理事長賞 ２点 

・北方領土返還要求京都府民会議会長賞 ２点 
・京都新聞賞 ２点 
・ＫＢＳ京都賞 ２点 

          佳作・入選 若干点 
 
      （２）表彰式 

 令和 7 年 2 月上旬 
（北方領土返還要求京都府民大会会場にて表彰予定） 

 
８ その他 ・応募の際は別紙の応募一覧表を添えて下さい。 

     ・最優秀賞・優秀賞・佳作の作文は作文集に掲載されます。 
     ・中学生の上位入賞作品は北方領土に関する全国スピーチコンテストに応 

募します。 

        

 

 

 
問い合わせ先 
  

京都府北方領土教育者会議事務担当 
（京丹波町教育委員会 小森 誠） 

0771-84-0028 
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入賞作文の選考について 
１ 応募の状況 
      応募校：１８校   応募点数：１、１０９点   
 
２ 選考委員と選考基準 
（１）選考委員会の構成 

氏 名    所 属 等 （ ）内は教育者会議の役職 

平井 祐子  南丹市立殿田中学校校長（会長） 

森  茂昭  京都市立下京中学校校長（副会長） 

山崎 直人  京都市立嵯峨中学校校長（運営委員） 

田華  茂 京都市総合教育センター指導主事（運営委員） 

野間 慎吾 京丹波町立瑞穂中学校教諭（運営委員） 

森  哲也  南丹市立園部中学校教諭（運営委員） 

小森  誠  京丹波町教育委員会社会教育課社会教育指導員（運営委員） 

弘田 真基  京都市立久世中学校教諭 

梅田 遼平  京都市立洛南中学校教諭 

豊田沙和子 京都市立嵯峨中学校教諭 

英  桃子 京都市立加茂川中学校教諭 

山口 哲平 京都市立大枝中学校教諭 

村田 実奈 京都市立朱雀中学校教諭 

藤本 裕之 京都市立下京中学校教諭 

松本 和久  京丹波町教育委員会教育長（顧問） 

西田 三郎  京都府立林業大学校職員（顧問） 

宮田  功  京都市教育委員会学校指導課統括首席指導主事（顧問） 

野村 啓介  北方領土返還要求京都府民会議事務局長 

下村 幸児 北方領土返還要求京都府民会議事務局次長 

法谷 道哉 北方領土返還要求京都府民会議事務局次長 

 
（２）選考基準 
 ・北方領土について正しい認識や理解に基づき記述されているか。 
     （正しい認識・理解の視点） 
  ・北方領土問題に関心を持ち、主体的な姿勢で学ぼうとしているか。 
     （主体的な態度・関心・意欲の視点） 
  ・北方領土問題の解決に向けて自らができることを考え、取り組もうとしているか。     

（将来への展望の視点） 
 ・上記の視点を持ち、読み手に共感を与える内容であるか。 
          （啓発資料としての価値の視点） 
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　優秀賞（ＫＢＳ京都賞）

谷口　俊太   京都市立下京中学校 １年

※　氏名等には原則として常用漢字を使用しています。

※　京都市立開睛小中学校及び亀岡市立育親学園は9年制で表示しています。

　優秀賞（京都新聞賞）

水上　桜聡 　京都市立音羽中学校 ３年

　優秀賞（ＫＢＳ京都賞）

西垣　裕惺 　京丹波町立蒲生野中学校 ２年

　優秀賞（北方領土返還要求京都府民会議会長賞）

小嶌　理紗 　京都市立加茂川中学校 １年

　優秀賞（京都新聞賞）

塩見　　新 　南丹市立園部中学校 ２年

　優秀賞（北方領土問題対策協会理事長賞）

最田　千尋 　京都市立開睛小中学校 ７年

　優秀賞（北方領土返還要求京都府民会議会長賞）

堀内　唯愛 　舞鶴市立白糸中学校 ２年

　優秀賞（京都市教育長賞）

小玉すみれ 　京都市立西ノ京中学校 ３年

　優秀賞（北方領土問題対策協会理事長賞）

菅本　美空 　南丹市立殿田中学校 ２年

　最優秀賞（京都市長賞）

藤田　紬希 　京都市立二条中学校 ２年

　優秀賞（京都府教育委員会教育長賞）

吉田　太陽 　南丹市立園部中学校 ２年

第19回「北方領土と私たち」作文コンクール入賞者
応募校数：１８校　　応募作品数：１，１０９点

氏　　　名 学　校　名 学　年

　最優秀賞（京都府知事賞）　　　　　　　　　　　

大沢　拓斗 　南丹市立殿田中学校 ２年
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山本　脩太 　京都市立嵯峨中学校 １年

山内　美旺 　京都市立加茂川中学校 １年

佳
　
　
作

入
　
　
選 今宿　陽翔 　京都市立下京中学校 １年

山田　陽愛 　京都市立久世中学校 １年

八木　　優 　京都市立嵯峨中学校 １年

田端　大祐 　京丹波町立蒲生野中学校 ２年

山本康太郎 　京丹波町立蒲生野中学校 ２年

吉田　羽菜 　舞鶴市立白糸中学校 ２年

三浦　克仁 　京都市立嵯峨中学校 １年

阪本こころ 　南丹市立園部中学校 ２年

大石　雪乃 　南丹市立殿田中学校 ２年

青田　　栞 　京都市立洛南中学校 ２年

藤田あさぎ 　京都市立下京中学校 １年

西澤　佐保 　京都市立久世中学校 １年

近藤　寧音 　京都府立木津高等学校 ３年

湊　　楓華 　京都府立須知高等学校 １年

香月　彩花 　京都市立開睛小中学校 ７年

小川あんじ 　井手町立泉ヶ丘中学校 １年

小林　賢太 　亀岡市立育親学園 ８年

山口みそら 　京丹波町立和知中学校 ３年

第19回「北方領土と私たち」作文コンクール入賞者

 氏　　　名 学　校　名 学　年
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京都府知事賞・京都府教育委員会教育長賞の授賞式 

令和 7 年 1 月 15 日 京都府庁 

西脇隆俊京都府知事、前川明範京都府教育委員会教育長から賞状が授与されました。  
 
京都市長賞・京都市教育長賞の授賞式 

令和 7 年 1 月 20 日 京都市役所 

松井孝治京都市長、稲田新吾京都市教育長から賞状が授与されました。  

最優秀賞などの授賞式  
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年度

1 H18

2 H19

3 H20

4 H21

5 H22

6 H23

7 H24

8 H25

9 H26

10 H27

11 H28

12 H29

13 H30

14 R1

15 R2

16 R3

17 R4

18 R5

19 R6

南丹市立殿田中学校
　塩内　　京

京都市立下京中学校
　橋本　一華

京丹波町立蒲生野中学校
　長谷川　咲

京都市立下京中学校
　田中　　周

南丹市立殿田中学校
　大沢　拓斗

京都市立二条中学校
　藤田　紬希

南丹市立園部中学校
　米谷　カヤ

京都市立嵯峨中学校
　鵜飼　瑠璃子

向日市立寺戸中学校
　山下　青葉

京都市立嵯峨中学校
　河合　玲奈

南丹市立殿田中学校
　加藤　由奈

京都市立下京中学校
　田中　珠生

南丹市立園部中学校
　高屋　瞳華

京都市立嵯峨中学校
　児玉　宜伸

南丹市立園部中学校
　藤内　空菜

京都市立嵯峨中学校
　宇佐美　智也

南丹市立園部中学校
　日下部　理子

京都市立嵯峨中学校
　鵜飼　瑠璃子

大山崎町立大山崎中学校
　淺野　陽香

京都市立伏見中学校
　岡嶋　良太郎

京都府立鴨沂高等学校
　石田　裕貴

京都市立嵯峨中学校
　田中　亜門

京都府立園部高等学校附属中学校
　十倉　希望

京都市立嵯峨中学校
　児玉　宜伸

亀岡市立東輝中学校
　加藤　優生

京都市立嵯峨中学校
　夘滝　由季

京都府立須知高等学校
　星山　紗輝

京都市立伏見中学校
　中西　ひなた

宮津市立栗田中学校
　池永　佳菜子

京都市立伏見中学校
　大澤　未希

京都府立洛北高等学校附属中学校
　村上　　花

京都市立堀川高等学校
　藤田　紫穂

京都府立園部高等学校
　大森　しおり

京都市立松尾中学校
　杉浦　由佳理

京都府立園部高等学校
　奥村　麻衣

京都市立嵯峨中学校
　木村　瑞季

歴代最優秀賞受賞者一覧　　　第1回（平成18年度）～第19回（令和6年度）

京都府知事賞 京都市長賞

長岡京市立長岡第二中学校
　安川　愛佳

京都市立高雄中学校
　寺島　千尋
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京都府北方領土教育者会議について 
 

１ 設  立  平成 18 年３月 
 
２ 設立趣旨  北方領土問題の解決のために次代を担う青少年が北方領土につ

いて関心を持ち、正しい理解を深めるために教育関係者の会を
結成して諸活動を行う。 

 
３ 会  員  京都府内の中学校・高等学校教員等 
 
４ 主な取組  〇「北方領土と私たち」作文コンクールの実施（平成 18 年度～）        

〇北方領土教育実践推進校指定事業の実施 
         ・２校（活動支援経費 10 万円、授業公開、作文コンクールへ

の応募、教材研究、講演会等） 
〇各種研修会等への教員・生徒の派遣 

         ・四島交流事業（ビザなし交流）…休止中 
         ・現地視察事業…生徒、教職員、教育委員会関係者 

        ・近畿ブロック研修会…近畿各府県 
        〇北方領土に関する全国スピーチコンテストへの応募 等 
 
５ 組織体制  会長（１） 副会長（１） 事務局長（１） 事務局次長（１） 
        運営委員（若干名） 
 
＜北方領土に関する全国スピーチコンテスト入賞者（入賞は全国で 10 名）＞ 

 

年 度 受賞名 氏 名 学校名 
平成 25 奨励賞 岡嶋良太郎 京都市立伏見中学校 

平成 26 北対協理事長賞 花阪 大輝 京都府立園部高等学校附属中学校 
平成 28 審査員特別賞 高屋 瞳華 南丹市立園部中学校 

平成 29 奨励賞 藤内 空菜 南丹市立園部中学校 
令和元 審査員特別賞 上山 莉奈 南丹市立園部中学校 

令和２ 北対協理事長賞 
奨励賞 
奨励賞 

日下部佳子 
河原 奈那 
山下 青葉 

南丹市立園部中学校 
南丹市立園部中学校 
向日市立寺戸中学校 

令和３ 審査員特別賞 
審査員特別賞 
奨励賞 
奨励賞 

八木梓緒音 
岸本まりな 
久保田美優 
田中 珠生 

南丹市立園部中学校 
亀岡市立亀岡川東学園 
南丹市立園部中学校 
京都市立下京中学校 

令和４ 奨励賞 
奨励賞 
奨励賞 

加藤 心菜 
山口 采乃 
辻本 美玖 

南丹市立園部中学校 
南丹市立殿田中学校 
南丹市立園部中学校 

令和５  北対協理事長賞  
奨励賞  

楓  るり 
田中  周  

南丹市立殿田中学校 
京都市立下京中学校  
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第11回　　　１８校　　　１，３０２点
第12回　　　２４校　　　１，４４８点
第13回　　　２１校　　　１，５９１点
第14回　　　２１校　　　１，５１１点
第15回　　　２３校　　　１，４２９点
第16回　　　２２校　　　１，７１５点
第17回　　　２１校　　　１，６１４点

日置中学校 殿田中学校 亀岡育親学園
西賀茂中学校 桂川中学校 加茂川中学校

平成19 25 令和１

20 26 2

21 27 3

22 28 4

23 29 5

24 30 6

山科中学校 梅津中学校 二条中学校
東輝中学校 園部中学校 白糸中学校
嵯峨中学校 北野中学校 京都御池中学校

園部高校 和知中学校 瑞穂中学校
大枝中学校 上京中学校 久世中学校
東輝中学校 蒲生野中学校 殿田中学校

八条中学校 烏丸中学校 双ケ丘中学校
園部高校 城北中学校 八木中学校
伏見中学校 中京中学校 開晴小中学校

３　実践推進校事業指定校

年度 学校名 年度 学校名 年度 学校名
園部高校 南桑中学校 亀岡川東学園

5 未実施 2 　 9（和歌山）
6 未実施 指導主事１ 25 11（滋賀）

2 新型コロナウイルス感染症のため中止

3 新型コロナウイルス感染症のため中止 4（兵庫）ｵﾝﾗｲﾝ

4 未実施 未実施 23 15（奈良）

30 択捉１ 2 20 14（滋賀）
令 1 2 48（京都）

28 2 9（奈良）
29 2 　18（和歌山）

26 2 22（大阪）
27 国後２、択捉１ 2 20 18（兵庫）

平24 国後３ 2 17（滋賀）
25 2 28 43（京都）

第８回　　　１８校　　　１，７４０点 第18回　　　１６校　　　１，０４０点

第９回　　　１８校　　　１，５４５点 第19回　　　１８校　　　１，１０９点

第10回　　　２２校　　　１，４７１点

２　各種研修会への参加状況　　　　　　　　　　　　　　　（参加者実績：教員数＋生徒数）

年度 北方四島交流
教育指導者研修
（根室市）

青少年等視察研修
（根室地域）

近畿ブロック研修会
（６府県）

京都府北方領土教育者会議の取組状況

１　｢北方領土と私たち｣作文コンクールへの応募校数･応募作品数

第１回　　　２０校　　　　　４０４点
第２回　　　２５校　　　　　８９５点　　
第３回　　　３３校　　　１，９３８点
第４回　　　２０校　　　１，３０４点
第５回　　　２４校　　　１，９７９点
第６回　　　１５校　　　１，４８１点
第７回　　　１８校　　　１，４３０点
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入 賞 作 文  
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最
優
秀
賞
（
京
都
府
知
事
賞
） 

 
自
分
事 

 

南
丹
市
立
殿
田
中
学
校 

二
年 

大
沢 

拓
斗 

 

「
故
郷
に
帰
り
た
い
。」
こ
の
言
葉
に
心
が
大
き
く
揺
れ
た
。
北
方
領
土
青
少
年
等
現

地
視
察
事
業
で
根
室
に
行
っ
た
と
き
に
聞
い
た
、
元
島
民
鈴
木
咲
子
さ
ん
の
言
葉
だ
。 

 

一
九
四
五
年
八
月
九
日
。
北
方
四
島
が
ソ
連
軍
に
よ
っ
て
不
法
占
拠
さ
れ
た
。
や
が

て
島
民
は
船
に
乗
せ
ら
れ
強
制
送
還
さ
れ
た
。
雑
に
扱
わ
れ
、
ま
と
も
に
ご
飯
も
食
べ

さ
せ
て
も
ら
え
な
い
。
そ
ん
な
日
々
が
続
い
た
。 

 

「
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
。
関
心
・
興
味
を
も
っ
と
持
っ
て
ほ
し
い
。」
鈴
木
さ
ん
の

痛
切
な
願
い
だ
っ
た
。
で
も
、
令
和
六
年
一
月
に
内
閣
府
広
報
室
か
ら
出
さ
れ
た
「
北

方
領
土
問
題
に
関
す
る
世
論
調
査
」
の
概
要
を
見
る
と
、
北
方
領
土
返
還
運
動
に
参
加

す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
う
の
か
に
つ
い
て
、「
積
極
的
に
参
加
し
た
い
」
が

一
・
五
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、「
あ
ま
り
参
加
し
よ
う
と
思
わ
な
い
」
が
五
八
・
一
％

と
、
過
半
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
も
「
絶
対
に
参
加
し
た
く
な
い
」

と
い
う
人
の
割
合
が
四
・
三
％
も
あ
っ
た
の
だ
。
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
状
況

の
長
期
化
に
よ
り
、
日
本
と
ロ
シ
ア
の
関
係
性
は
冷
え
切
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
は
ら

わ
た
が
ち
ぎ
れ
る
ほ
ど
の
悲
し
く
辛
い
思
い
を
「
断
腸
の
思
い
」
と
い
う
が
、
そ
の
言

葉
を
選
択
さ
れ
る
ほ
ど
の
無
念
を
元
島
民
の
方
々
は
感
じ
て
い
る
の
に
、
同
じ
時
間
を

生
き
る
日
本
の
人
達
の
意
識
の
実
態
が
こ
う
だ
っ
た
。
こ
の
結
果
を
、
鈴
木
さ
ん
を
は

じ
め
、
元
島
民
の
方
々
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
私
自
身
も
、
現

地
視
察
事
業
に
参
加
す
る
ま
で
は
深
く
考
え
て
こ
な
か
っ
た
一
人
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、

鈴
木
さ
ん
の
言
葉
、
願
い
が
深
く
胸
に
突
き
刺
さ
っ
て
い
る
。 

 

「
他
人
事
」
で
な
く
「
自
分
事
」
と
し
て
問
題
を
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う

強
く
思
っ
た
の
は
、
返
還
運
動
に
参
加
し
た
く
な
い
人
の
理
由
が
「
自
分
が
参
加
し
て

も
北
方
領
土
が
返
還
さ
れ
る
と
は
思
え
な
い
か
ら
。」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
。
私

は
、
か
つ
て
友
人
と
の
関
係
が
上
手
く
い
か
ず
、
悩
ん
で
い
る
時
期
が
あ
っ
た
。
一
人

で
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
癖
が
あ
る
私
は
、
悩
ん
で
も
解
決
策
が
見
つ
か
ら
ず
、
毎
日
学

校
に
行
く
の
が
苦
痛
だ
っ
た
。
誰
か
に
相
談
し
て
も
、
ど
う
せ
他
人
事
に
さ
れ
る
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
。
が
、
別
の
友
人
に
相
談
し
て
み
る
と
、
実
に
親
身
に
な
っ
て
話
を

聞
き
、
先
生
に
相
談
す
る
と
き
も
同
伴
し
て
く
れ
、
今
で
は
上
手
く
い
っ
て
な
か
っ
た

友
人
と
の
仲
も
修
復
し
て
い
る
。
自
分
が
悩
ん
で
い
る
こ
と
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
存

在
、
自
分
の
事
の
よ
う
に
考
え
て
く
れ
る
存
在
が
ど
れ
ほ
ど
あ
り
が
た
い
も
の
な
の
か

を
、
私
は
知
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
他
人
事
」
で
な
く
「
自
分
事
」
な
の
だ
。 

 

「
北
方
領
土
問
題
を
一
緒
に
考
え
て
ほ
し
い
。」
こ
の
思
い
を
形
に
す
る
た
め
、
こ
の

夏
、
共
に
研
修
を
受
け
た
仲
間
と
と
も
に
ク
ラ
ス
で
報
告
会
を
し
た
。
ど
れ
ぐ
ら
い
受

け
止
め
て
く
れ
る
の
か
心
配
し
た
が
、
み
ん
な
集
中
し
て
話
を
聴
き
、
私
た
ち
の
問
い

か
け
に
真
剣
に
考
え
て
く
れ
た
。
北
方
領
土
問
題
の
こ
と
、
そ
し
て
、
鈴
木
さ
ん
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
元
島
民
の
方
々
の
「
島
に
帰
り
た
い
」
と
い
う
思
い
を
仲
間
に
渡

せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
私
は
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
活
動
を
広
げ
て
い
く
。
仲
間
か
ら

学
校
へ
。
学
校
か
ら
地
域
へ
。
さ
ら
に
多
く
の
人
達
に
「
自
分
事
」
と
し
て
の
北
方
領

土
問
題
を
広
げ
、
伝
え
て
い
き
た
い
。 
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最
優
秀
賞
（
京
都
市
長
賞
） 

 
思
い
で
「
か
え
る
」
四
島 

 

京
都
市
立
二
条
中
学
校 

二
年 

藤
田 

紬
希 

 

私
が
北
方
領
土
に
つ
い
て
知
っ
た
の
は
小
学
校
の
時
。
領
土
問
題
に
つ
い
て
の
授
業

で
の
こ
と
だ
っ
た
。
初
め
は
、
授
業
の
内
容
と
し
て
覚
え
て
い
る
く
ら
い
の
知
識
し
か

な
か
っ
た
。
だ
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
北
方
領
土
に
つ
い
て
ま
と
め
た
動
画
を
見
て

い
る
う
ち
に
自
分
な
り
の
考
え
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
当
時
の
私
は
動
画
や

ニ
ュ
ー
ス
記
事
を
見
て
、「
二
島
返
還
だ
け
で
も
良
い
の
で
は
な
い
か
」
な
ん
て
考
え
て

い
た
り
し
た
。 

 

し
か
し
こ
の
夏
、
私
は
根
室
を
訪
れ
、
元
島
民
の
方
の
話
を
聞
く
こ
と
で
こ
の
考
え

を
大
き
く
改
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
択
捉
島
の
元
島
民
で
あ
る
鈴
木
さ
ん
は
当
時
の
択

捉
島
の
こ
と
、
自
身
の
考
え
の
ほ
か
に
ビ
ザ
な
し
交
流
の
時
の
こ
と
を
話
し
て
く
だ
さ

っ
た
。
ビ
ザ
な
し
交
流
で
は
、
現
在
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
ロ
シ
ア
人
の
家
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
の
よ
う
な
形
で
訪
れ
る
こ
と
が
出
来
た
そ
う
。
鈴
木
さ
ん
の
訪
れ
た
家
は
青
年
と

そ
の
母
親
が
住
ん
で
い
た
。
青
年
は
鈴
木
さ
ん
に
尋
ね
た
。 

「
今
住
ん
で
い
る
自
分
た
ち
を
憎
ん
で
は
い
な
い
か
？
」 

そ
れ
に
対
し
、
鈴
木
さ
ん
は
正
直
な
気
持
ち
を
話
し
た
。 

「
四
十
三
年
ぶ
り
に
来
た
ら
家
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
祖
先
の
墓
も
粗
末
に

扱
わ
れ
、
悲
し
い
。」
と
。 

現
在
の
島
に
は
元
島
民
の
家
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
墓
も
壊
さ
れ
た
り
、
家
の
土
台
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
の
だ
。
鈴
木
さ
ん
の
気
持
ち
を
聞
い
た
五
十
歳
代
ほ
ど
の
母
親
が

ボ
ロ
ボ
ロ
と
涙
を
流
し
な
が
ら
、 

「
私
た
ち
の
代
が
し
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
本
当
に
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
。」 

そ
う
話
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
こ
の
親
子
の
姿
を
見
て
、
ロ
シ
ア
人
へ
の
敵
対
心
が
薄
れ

た
そ
う
だ
。
こ
の
時
か
ら
、「
四
島
を
取
り
戻
す
」
だ
け
で
な
く
「
島
で
ロ
シ
ア
人
と
共

存
」
と
い
う
道
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
大
き
な
気
持
ち
の
変
化
が
お

き
た
そ
う
。 

 

こ
の
話
を
聞
い
て
、「
思
い
」
に
は
人
を
変
え
る
大
き
な
力
が
あ
る
の
だ
と
私
は
感
じ

た
。
鈴
木
さ
ん
が
島
に
住
む
ロ
シ
ア
人
の
思
い
を
知
っ
て
考
え
が
大
き
く
変
わ
っ
た
よ

う
に
、
私
も
四
島
返
還
に
対
す
る
思
い
が
変
わ
っ
た
。 

鈴
木
さ
ん
は 

「
何
が
何
で
も
話
し
合
い
で
、
互
い
が
納
得
す
る
形
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」 

と
何
度
も
話
さ
れ
た
。
北
方
四
島
は
鈴
木
さ
ん
た
ち
元
島
民
の
故
郷
で
あ
り
、
同
時
に

ロ
シ
ア
人
の
故
郷
で
も
あ
る
。
話
し
合
い
の
場
や
ビ
ザ
な
し
交
流
が
な
い
今
、
お
互
い

の
思
い
を
知
る
こ
と
も
伝
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
れ
で
は
平
和
な
解
決
を
実
現
さ

せ
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
だ
。 

私
は
鈴
木
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
「
四
島
返
還
」
と
「
共
存
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
の

認
識
を
大
き
く
改
め
た
。 

ま
ず
「
四
島
返
還
」
に
つ
い
て
。
こ
れ
が
一
番
大
き
く
考
え
の
変
わ
っ
た
こ
と
だ
。

今
ま
で
は
領
海
や
国
境
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
最
も
実
現
が
早
い
「
二
島

返
還
」
が
最
適
策
だ
と
思
っ
て
い
た
。
だ
が
こ
の
考
え
は
国
に
最
速
で
も
た
ら
さ
れ
る

利
益
だ
け
を
考
え
た
結
果
の
考
え
だ
っ
た
。
そ
の
二
島
に
含
ま
れ
な
い
場
所
に
も
多
く

の
人
の
家
が
存
在
し
、思
い
出
が
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
身
に
染
み
て
感
じ
た
今
な
ら
、

「
四
島
返
還
」
の
重
要
性
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
新
し
く
知
っ
た
「
共
存
」
と
い
う
未

来
。
反
対
す
る
人
も
多
く
、
課
題
も
多
い
が
同
じ
故
郷
を
持
つ
人
々
が
悲
し
い
思
い
で

終
わ
ら
な
い
た
め
に
も
必
要
な
道
だ
と
私
は
考
え
る
。 

 
両
国
の
人
々
が
こ
の
問
題
に
対
す
る
思
い
を
持
ち
、伝
え
合
え
た
ら
こ
の
現
状
は「
変

え
る
」
こ
と
が
出
来
る
。
元
島
民
の
人
た
ち
が
「
帰
る
」
こ
と
が
叶
う
。
今
一
度
、
こ

の
問
題
に
対
し
て
自
分
な
り
の
考
え
を
持
っ
て
み
て
ほ
し
い
。
一
人
ひ
と
り
の
思
い
が

北
方
四
島
の
未
来
を
変
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
。 
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●
優
秀
賞
（
京
都
府
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
） 

 
今
も
な
お
癒
え
な
い
傷 

 

南
丹
市
立
園
部
中
学
校 

二
年 

吉
田 

太
陽 

  

戦
争
は
私
た
ち
か
ら
す
べ
て
を
奪
う
。
人
が
人
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
で
も
そ
れ

が
日
常
に
な
っ
て
し
ま
う
。
心
に
癒
え
な
い
傷
を
作
り
、
約
八
十
年
の
時
が
経
過
し
た

今
も
、
悲
惨
な
記
憶
と
戦
う
人
が
多
く
い
る
。 

 

私
の
曽
祖
父
は
戦
争
を
経
験
し
た
。
戦
争
中
、
生
活
の
拠
点
を
満
州
に
移
し
、
懸
命

に
汗
を
流
し
家
族
の
た
め
に
そ
の
日
を
生
き
抜
く
た
め
に
働
い
た
。
で
も
日
本
は
戦
争

に
負
け
た
。
生
活
が
一
変
し
、
ロ
シ
ア
人
に
捕
虜
と
し
て
捕
ま
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
シ
ベ

リ
ア
抑
留
だ
。
収
容
所
で
は
、
満
州
か
ら
だ
け
で
は
な
く
北
方
領
土
か
ら
送
ら
れ
て
き

て
、
と
も
に
働
く
人
も
い
た
と
聞
い
た
。
曽
祖
父
は
奇
跡
が
重
な
り
、
海
を
越
え
故
郷

に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ
か
ら
私
は
今
こ
こ
に
い
る
。
そ
の
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し

て
い
る
。で
も
北
方
領
土
か
ら
強
制
送
還
さ
れ
た
方
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。き
っ
と
、

自
分
の
故
郷
に
帰
る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
人
も
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

今
年
の
夏
休
み
、
私
は
数
人
の
仲
間
と
と
も
に
北
海
道
根
室
地
域
を
訪
れ
た
。
現
地

視
察
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
。
実
際
に
そ
の
地
に
足
を
運
び
、
目
で

見
る
こ
と
で
ど
れ
ほ
ど
問
題
解
決
が
困
難
で
あ
る
の
か
、
深
い
闇
を
抱
え
て
い
る
の
か

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

視
察
を
通
じ
て
元
島
民
の
方
の
お
話
を
聞
い
た
。
戦
後
す
ぐ
に
ソ
連
の
軍
事
侵
攻
に

よ
り
故
郷
を
奪
わ
れ
た
こ
と
は
、
視
察
に
行
く
前
に
授
業
で
学
習
し
て
い
た
。
き
っ
と

こ
の
方
は
、ロ
シ
ア
に
対
す
る
恨
み
を
相
当
持
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
。

 

し
か
し
、
実
際
に
は
数
年
間
に
及
ぶ
共
同
生
活
が
あ
り
、
心
が
通
う
瞬
間
も
あ
っ
た

と
聞
い
て
驚
い
た
。 

 

「
今
、
北
方
領
土
に
住
ん
で
い
る
ロ
シ
ア
人
に
と
っ
て
、
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
島

を
故
郷
だ
と
思
っ
て
い
る
は
ず
。
だ
か
ら
奪
い
返
そ
う
な
ん
て
思
わ
な
い
け
れ
ど
。」 

 

元
島
民
の
方
が
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
た
の
は
、
先
祖
の
お
墓
に
つ
い
て
だ
っ
た
。
何
よ

り
も
悔
し
い
の
は
、
北
方
領
土
に
住
め
な
い
こ
と
で
は
な
く
て
、
お
墓
参
り
が
で
き
な

い
こ
と
。
墓
前
で
手
を
合
わ
せ
ら
れ
な
い
こ
と
。
納
沙
布
岬
か
ら
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
は

ず
の
お
墓
の
世
話
を
で
き
な
い
辛
さ
。
私
た
ち
に
は
簡
単
に
理
解
で
き
な
い
感
情
だ
。

し
か
し
、
実
際
に
苦
し
み
、
今
も
な
お
そ
の
現
状
に
苦
し
ん
で
い
る
人
に
出
会
っ
た
。

歴
史
を
正
し
く
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
、人
の
想
い
に
気
づ
く
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
た
。 

 

帰
途
に
つ
く
際
、
私
が
感
じ
得
た
知
識
と
体
験
を
広
め
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
痛

感
し
た
。
京
都
に
帰
り
、
社
会
科
の
先
生
に
「
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
に
挑
戦
し

た
い
こ
と
を
提
案
し
た
。、そ
の
結
果
、同
じ
く
視
察
事
業
に
参
加
し
た
仲
間
と
と
も
に
、

学
年
集
会
で
視
察
を
通
し
て
得
た
知
識
や
経
験
を
発
信
す
る
機
会
を
得
た
。
中
学
生
な

ど
の
若
い
世
代
が
こ
の
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
未
来
に
向
け
て
何
が
で
き
る
の
か
を
考

え
る
必
要
性
を
実
感
し
た
か
ら
だ
。 

 

視
察
中
に
出
会
っ
た
元
島
民
の
方
た
ち
や
地
域
の
人
々
の
想
い
を
知
り
、
単
な
る
歴

史
の
一
部
で
は
な
く
、自
分
自
身
が
関
与
す
る
問
題
と
し
て
み
ん
な
で
真
剣
に
考
え
た
。

北
方
領
土
問
題
の
解
決
は
、
ま
ず
は
対
話
を
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
、
ふ
と
感
じ
た
。 

 

こ
の
問
題
の
解
決
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
自
分
た
ち
が

発
信
者
と
し
て
引
き
続
き
学
び
、
考
え
続
け
る
決
意
を
新
た
に
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
北

海
道
の
美
し
い
海
と
大
地
、そ
し
て
、そ
の
背
後
に
あ
る
歴
史
や
文
化
を
尊
重
し
つ
つ
、

返
還
が
実
現
す
る
日
に
向
け
て
自
分
に
も
で
き
る
こ
と
を
実
践
し
て
い
き
た
い
。
す
べ

て
の
人
の
目
に
は
見
え
な
い
傷
が
癒
え
る
日
を
祈
っ
て
。 
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優
秀
賞
（
京
都
市
教
育
長
賞
） 

 

北
方
領
土
問
題
解
決
の
た
め
に 

 

京
都
市
立
西
ノ
京
中
学
校 

三
年 

小
玉
す
み
れ 

 

私
は
今
年
の
夏
、
北
方
領
土
青
少
年
等
現
地
視
察
事
業
で
北
海
道
を
訪
れ
た
。
参
加

し
た
理
由
は
興
味
本
位
だ
っ
た
が
、新
た
な
発
見
が
多
く
あ
る
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。 

 

初
日
、
中
標
津
町
長
の
西
村
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。
領
土
問
題
解
決
に
は
、
日
本

と
ロ
シ
ア
の
相
互
理
解
が
必
要
不
可
欠
だ
と
仰
っ
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。 

 

二
日
目
、
択
捉
島
蘂
取
村
の
元
住
民
、
鈴
木
さ
ん
に
ご
講
話
を
頂
い
た
。
知
識
と
し

て
は
知
っ
て
い
た
強
制
送
還
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
経
験
し
た
ご
本
人
の
言
葉
で
聞
く
と

そ
の
過
酷
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
。
樺
太
の
収
容
所
で
亡
く
な
っ
た
幼
な
じ
み
を
偲
び
頬
を

濡
ら
す
鈴
木
さ
ん
の
姿
に
胸
が
痛
ん
だ
。
同
時
に
、
元
島
民
が
旧
ソ
連
や
ロ
シ
ア
に
恨

み
を
抱
く
の
は
当
た
り
前
に
思
え
た
。
し
か
し
、
後
の
質
疑
応
答
の
一
幕
で
鈴
木
さ
ん

は
仰
っ
た
。 

 

「
ロ
シ
ア
と
い
う
国
へ
の
所
望
は
あ
っ
て
も
、
ロ
シ
ア
人
に
対
し
て
憎
し
み
は
持
っ

て
い
ま
せ
ん
。」 

そ
う
言
い
切
れ
る
の
は
、
ビ
ザ
な
し
交
流
で
共
住
し
た
経
験
か
ら
だ
と
い
う
。
一
緒

に
住
ん
だ
ロ
シ
ア
人
が
、
領
土
問
題
に
つ
い
て
「
本
当
に
恥
ず
か
し
い
こ
と
を
し
ま
し

た
。」と
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
泣
く
姿
を
見
た
時
、鈴
木
さ
ん
の
中
で
敵
対
心
が
消
え
た
そ
う
だ
。 

 

こ
の
話
は
私
に
と
っ
て
目
か
ら
鱗
で
、
両
国
の
立
場
に
立
っ
た
多
角
的
な
視
点
を
持

つ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
今
ま
で
自
分
が
、
国
と
し
て
の
ロ
シ
ア
、
現
在
、
北
方
領
土

に
住
ん
で
い
る
ロ
シ
ア
人
を
含
め
、
そ
れ
ら
を
漠
然
と
「
悪
」
と
し
て
い
た
と
気
づ
い

た
か
ら
だ
。
だ
が
自
分
た
ち
の
代
で
は
な
く
と
も
、
領
土
問
題
に
対
し
て
罪
の
意
識
を

持
ち
、
日
本
人
を
想
っ
て
涙
を
流
す
ロ
シ
ア
人
は
確
か
に
存
在
す
る
。
彼
ら
は
私
た
ち

と
同
じ
よ
う
に
、
問
題
を
痛
み
を
も
っ
て
受
け
止
め
、
共
に
未
来
を
考
え
よ
う
と
し
て

い
る
。 

 

国
民
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
事
実
を
知
る
こ
と
が
、
北
方
領
土
問
題
解
決
の
鍵
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
る
。
西
村
さ
ん
が
仰
っ
た
相
互
理
解
は
、
ま
ず
国
と
個
人

を
区
別
し
な
い
と
成
し
得
な
い
と
思
う
。
現
状
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
は
日
露
関
係
の
視

点
か
ら
で
し
か
北
方
領
土
問
題
を
捉
え
ら
れ
ず
、
情
報
も
限
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
中
学

校
の
教
科
書
学
習
で
は
、
北
方
四
島
の
名
称
や
現
状
、
領
土
権
の
変
遷
を
暗
記
す
る
だ

け
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
ま
ま
で
は
そ
も
そ
も
、
問
題
自
体
に
興
味
を
持
ち
に
く

い
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
問
題
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
る
取
り
組
み
を
全
国
で
行
う
べ
き
だ
。 

 

例
え
ば
、
私
の
地
域
に
は
小
学
生
の
登
下
校
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
が
た
く
さ
ん
い
る
。
そ
の
方
々
が
使
う
交
通
安
全
旗
を
、
北
方
四
島
交
流
セ
ン
タ

ー
が
配
布
す
る
返
還
運
動
の
旗
に
変
え
て
み
て
は
ど
う
か
。
既
に
「
交
通
安
全
」
と
書

か
れ
て
お
り
、
布
地
も
黄
色
で
目
立
つ
。
ま
た
は
、
そ
の
よ
う
な
旗
を
新
し
く
作
る
の

も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
小
学
生
は
毎
日
目
に
す
る
物
な
の
で
、
自
然

と
北
方
領
土
が
意
識
に
蓄
積
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
将
来
、
領
土
問
題
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
成
り
得
る
と
思
う
。 

 

領
土
問
題
の
背
後
に
あ
る
人
々
の
苦
し
み
は
単
な
る
歴
史
の
一
部
で
は
な
く
、
個
々

の
人
生
に
深
く
刻
ま
れ
た
現
実
だ
。
両
国
民
は
そ
れ
を
理
解
し
た
上
で
固
定
観
念
を
持

た
ず
、
相
手
国
民
を
理
解
す
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
国
民
が
強
い

意
志
を
も
っ
た
う
え
で
、
国
同
士
が
話
し
合
い
を
続
け
れ
ば
、
必
ず
道
は
開
け
る
は
ず

だ
。 
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優
秀
賞
（
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
理
事
長
賞
） 

 
関
心
が
あ
る
こ
と
か
ら
道
は
切
り
開
か
れ
る 

 

南
丹
市
立
殿
田
中
学
校 

二
年 

菅
本 

美
空 

 

「
関
心
が
あ
る
こ
と
か
ら
道
は
切
り
開
か
れ
て
い
く
。」北
方
領
土
と
い
う
故
郷
を
奪

わ
れ
た
元
島
民
の
鈴
木
咲
子
さ
ん
か
ら
、
現
地
視
察
事
業
で
根
室
を
訪
れ
た
私
た
ち
中

学
生
に
向
け
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。
大
切
な
居
場
所
を
奪
わ
れ
た
鈴
木
さ
ん
は
、
一

体
ど
の
よ
う
な
思
い
で
私
た
ち
に
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

一
九
四
五
年
に
ソ
連
軍
が
北
方
領
土
を
占
領
し
た
時
、
鈴
木
さ
ん
は
ま
だ
小
学
生
だ

っ
た
。
ソ
連
軍
は
父
が
大
切
に
し
て
い
た
懐
中
時
計
や
母
の
指
輪
を
奪
っ
て
い
っ
た
。

家
族
の
着
物
や
晴
れ
着
は
い
つ
の
間
に
か
食
べ
物
に
か
わ
り
、
両
親
や
姉
は
強
制
労
働

に
行
か
さ
れ
た
り
も
し
た
。
や
が
て
北
方
領
土
か
ら
樺
太
へ
強
制
送
還
さ
れ
、
ろ
く
な

食
べ
物
も
な
い
極
寒
の
収
容
所
に
無
理
や
り
入
れ
ら
れ
、
大
勢
の
方
々
が
亡
く
な
ら
れ

た
そ
う
だ
。
人
は
本
来
、
対
等
な
立
場
で
あ
る
は
ず
だ
。
そ
れ
な
の
に
人
と
し
て
の
扱

い
を
受
け
ず
、
恐
怖
の
中
で
命
を
落
と
し
て
い
っ
た
方
々
が
い
る
。
私
に
と
っ
て
、
こ

の
事
実
は
現
実
と
ほ
ど
遠
く
、
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
だ
け
の
世
界
だ
と
思
っ
て
い
た
。
毎

日
当
た
り
前
に
家
に
帰
り
、家
族
と
話
し
な
が
ら
お
腹
一
杯
に
な
る
ま
で
ご
飯
を
食
べ
、

温
か
い
布
団
で
眠
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
私
に
は
故
郷
を
追
い
出
さ
れ
た
元
島
民
の
方
々

の
思
い
を
完
全
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
一
生
懸
命
自
分
事
と

し
て
捉
え
、
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。 

 

私
は
も
っ
と
多
く
の
人
に
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
、
姉
と
兄
に
話
を
し

た
。
二
十
二
歳
の
姉
は
島
の
位
置
さ
え
も
覚
え
て
い
な
か
っ
た
。
北
方
領
土
問
題
に
関

す
る
学
習
は
小
中
学
校
で
少
し
触
れ
る
だ
け
で
普
通
な
ら
そ
れ
以
上
関
わ
る
こ
と
が
な

い
。
次
第
に
忘
れ
て
行
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
納
得
が
い
く
。
一
方
、
兄
は
こ
の
問
題

が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
は
覚
え
て
い
た
が
、
元
島
民
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
さ
れ
、
ど
ん
な
思
い
だ
っ
た
の
か
ま
で
は
知
ら
な
か
っ
た
。
で
も
、
ど
ち
ら
も
私

が
学
ん
だ
北
方
領
土
や
鈴
木
さ
ん
の
話
を
す
る
と
驚
い
た
り
関
心
を
示
し
て
た
り
く
れ

た
。
特
に
兄
と
は
ど
う
す
れ
ば
問
題
が
解
決
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
、
話
し
合
う
こ
と

も
で
き
た
。「
普
段
の
生
活
や
学
校
の
授
業
で
は
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
こ

う
い
う
話
を
す
る
こ
と
は
大
切
だ
」
と
も
兄
は
話
し
て
く
れ
た
。
私
は
、
自
分
が
故
郷

を
奪
わ
れ
た
訳
で
は
な
い
け
れ
ど
、
家
族
が
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
関
心
を
向
け
て

く
れ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
ほ
ん
の
些
細
な
こ
と
で
は
あ
る
が
自
分
が
行
動

を
起
こ
す
こ
と
で
少
し
で
も
北
方
問
題
解
決
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
し
、
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
一
緒
に
考
え
て
く
れ
る
人
を
増
や
せ
た
こ
と
が

心
か
ら
嬉
し
か
っ
た
。
私
に
と
っ
て
、
こ
の
問
題
は
国
や
他
人
の
こ
と
で
な
く
、
自
分

の
問
題
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
だ
。 

 

今
、
改
め
て
鈴
木
さ
ん
の
言
葉
が
胸
に
響
く
。
一
人
で
も
関
心
を
持
つ
こ
と
で
、
ほ

ん
の
少
し
か
も
し
れ
な
い
が
北
方
領
土
問
題
解
決
に
近
づ
く
こ
と
を
私
は
確
信
し
て
い

る
。
元
島
民
の
方
々
が
経
験
さ
れ
た
こ
と
も
、
そ
の
思
い
も
私
た
ち
が
次
の
世
代
へ
つ

な
い
で
い
く
。
そ
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
北
方
領
土
に
関
心
を
持
つ
こ
と
で
、

私
た
ち
の
手
で
故
郷
へ
の
道
を
切
り
開
い
て
い
く
。 
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優
秀
賞
（
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
理
事
長
賞
） 

 
忘
れ
え
ぬ
故
郷 

 

京
都
市
立
開
睛
小
中
学
校 

七
年 

最
田 

千
尋 

 

私
が
北
方
領
土
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
五
月
に
母
と
、
広

島
に
平
和
学
習
に
行
っ
た
こ
と
だ
。 

こ
の
と
き
、
原
爆
ド
ー
ム
や
広
島
平
和
記
念
資
料
館
、
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
を

巡
っ
た
こ
と
で
、
自
分
と
同
じ
く
ら
い
の
年
齢
の
子
供
た
ち
が
た
く
さ
ん
亡
く
な
っ
た

と
い
う
こ
と
を
知
り
、戦
争
は
単
な
る
歴
史
上
の
出
来
事
で
は
な
く
、時
代
が
違
え
ば
、

自
分
も
当
事
者
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
れ
か
ら
、

第
二
次
世
界
大
戦
に
つ
い
て
調
べ
る
中
で
、
北
方
領
土
問
題
を
知
っ
た
。 

こ
の
作
文
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、よ
り
詳
し
く
北
方
領
土
の
こ
と
を
調
べ
て
み
る
と
、

自
分
が
想
像
し
て
い
た
何
倍
も
深
く
て
悲
し
い
現
実
が
、
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。 

元
島
民
の
方
々
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
見
て
、
愛
す
る
故
郷
や
大
切
な
人
の
命
を
ソ
連

軍
に
奪
わ
れ
た
と
知
っ
た
。
ソ
連
軍
に
故
郷
を
占
拠
さ
れ
、
四
島
か
ら
の
強
制
引
き
揚

げ
命
令
が
出
さ
れ
た
と
き
の
悔
し
さ
や
悲
し
み
は
、
私
た
ち
に
は
想
像
も
で
き
な
い
。

考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
不
安
が
続
く
中
、
知
ら
な
い
場
所
で
狭
い
部
屋
に
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ

う
詰
め
、
暖
房
も
上
着
も
な
く
、
毎
日
、
人
が
亡
く
な
っ
て
い
く
生
活
だ
。 

「
占
拠
」
と
い
う
た
っ
た
二
文
字
の
言
葉
の
中
に
は
、
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
出
来
事

が
数
限
り
な
く
あ
る
の
だ
。
自
分
が
そ
の
立
場
だ
っ
た
ら
、
と
考
え
る
と
胸
が
と
て
も

痛
く
な
る
。 

一
九
九
一
年
四
月
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
来
日
の
際
に
、
日
本
国
民
と
北
方
四
島

在
住
ソ
連
人
の
ビ
ザ
な
し
交
流
が
提
案
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
ビ
ザ
な
し
交
流
は
、
一
九

九
二
年
か
ら
始
ま
り
、
お
墓
参
り
や
文
化
交
流
な
ど
、
元
島
民
の
方
々
に
と
っ
て
も
貴

重
な
場
と
な
っ
て
い
た
。 

し
か
し
、
近
年
、
コ
ロ
ナ
禍
や
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対
す
る
日
本

の
制
裁
措
置
へ
の
反
発
か
ら
、
た
だ
で
さ
え
少
な
い
故
郷
へ
の
訪
問
が
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
。
こ
の
現
状
に
元
島
民
の
方
々
は
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

元
島
民
の
方
々
の
平
均
年
齢
は
今
年
で
八
十
八
歳
と
な
る
。
元
島
民
の
得
能
さ
ん
は
、

「
も
う
二
度
と
故
郷
に
、北
方
四
島
に
行
け
な
い
か
も
。」と
思
う
こ
と
が
あ
る
そ
う
だ
。

戦
争
と
政
治
に
振
り
回
さ
れ
、愛
す
る
故
郷
へ
さ
え
も
自
由
に
帰
れ
な
い
と
い
う
の
は
、

本
当
に
気
の
毒
だ
と
思
う
。 

こ
の
作
文
を
書
く
こ
と
を
母
に
伝
え
る
と
、「
お
母
さ
ん
が
子
供
の
こ
ろ
は
、
よ
く
テ

レ
ビ
で
北
方
領
土
問
題
が
放
送
さ
れ
て
い
た
。
で
も
、
最
近
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
。

日
本
人
の
関
心
も
薄
れ
て
い
る
し
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
戦
争
中
だ
か
ら
交
渉
の

し
よ
う
が
な
い
ん
だ
ろ
う
ね
。」
と
言
っ
て
い
た
。
こ
の
戦
争
に
よ
り
、
日
露
の
関
係
に

亀
裂
が
入
っ
て
い
る
。
ソ
連
軍
に
北
方
四
島
を
占
拠
さ
れ
て
か
ら
七
十
九
年
た
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
北
方
四
島
を
故
郷
と
す
る
ロ
シ
ア
の
人
々
も
い
る
。
北
方
四
島
は
、
ど
ち
ら

に
と
っ
て
も
大
切
な
故
郷
だ
。
今
、
私
た
ち
が
す
る
べ
き
こ
と
は
、
関
係
が
遮
断
さ
れ

た
中
で
、
お
互
い
を
つ
な
ぐ
大
切
な
“
何
か
”
を
見
つ
け
る
こ
と
だ
と
思
う
。
そ
の
“
何

か
”
が
、
ど
ん
な
も
の
か
わ
か
ら
な
い
。
北
方
四
島
に
住
ん
で
い
る
ロ
シ
ア
の
人
々
と

元
島
民
の
人
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
故
郷
に
対
す
る
思
い
を
も
っ
て
い
る
。
二
つ
の
国
が
つ

な
が
れ
る
“
何
か
”
が
、
き
っ
と
あ
る
は
ず
だ
。 

私
は
、
お
互
い
が
お
互
い
の
境
遇
を
理
解
し
あ
い
、
双
方
が
平
和
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
平
和
を
望
む
だ
け
で
な
く
、
元
島
民
の
方
々
が
ソ
連
軍
に
故
郷

を
奪
わ
れ
、
つ
ら
い
思
い
を
し
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
語
り
継
い
で
い
き

た
い
。 
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優
秀
賞
（
北
方
領
土
返
還
要
求
京
都
府
民
会
議
会
長
賞
） 

 
お
互
い
が
お
互
い
を 

 

舞
鶴
市
立
白
糸
中
学
校 

二
年 

堀
内 

唯
愛 

  

私
た
ち
は
、
社
会
の
授
業
で
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
私
自
身
、
北

方
領
土
問
題
は
小
学
生
の
こ
ろ
に
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で
少
し
だ
け
観
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
そ
こ
で
は
「
た
か
が
島
に
そ
こ
ま
で
こ
だ
わ
る
の
か
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
は
そ
の
ま
ま
興
味
も
な
く
番
組
を
ア
ニ
メ
に
替
え
ま
し
た
。 

 

白
糸
中
学
校
で
は
、
十
一
月
に
北
方
領
土
問
題
を
習
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
条
約
で
千
島
列
島
は
ロ
シ
ア
の
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
記
述
は
あ
り
ま
す
が
、

北
方
領
土
は
一
度
も
日
本
以
外
の
も
の
に
な
っ
た
こ
と
は
な
い
と
様
々
な
条
約
を
見
て

学
び
ま
し
た
。
で
は
ど
う
し
て
ロ
シ
ア
人
が
住
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
疑
問
に

対
し
て
の
動
画
を
授
業
内
で
学
び
ま
し
た
。
そ
の
動
画
の
内
容
は
北
方
領
土
に
住
む
多

く
の
ロ
シ
ア
人
の
発
言
を
短
く
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
動
画
の
中
の
ロ
シ
ア
人
は
「
こ

こ
は
ロ
シ
ア
の
領
土
よ
。
出
て
い
く
な
ん
て
考
え
ら
れ
な
い
。」
や
そ
れ
と
似
た
よ
う
な

こ
と
を
発
言
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
私
は
一
つ
の
疑
問
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
私
た
ち
日
本
人
と
ロ
シ
ア
人
で
、
歴
史
の
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち
日
本
人
は
日
本
語
で
の
条
約
を
教
わ
り
、
日
本
側
か
ら

見
た
歴
史
だ
け
を
学
び
、
常
に
被
害
者
で
あ
り
続
け
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
で
の
教
育
で
は

ど
こ
か
の
条
約
で
北
方
領
土
は
ロ
シ
ア
の
も
の
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
は
北
方
領
土
は
ロ

シ
ア
領
と
教
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
が
出
て
き
ま
し
た
。
私
が
こ
の

よ
う
な
考
え
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
習
っ
た
時

期
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
行
わ
れ
始
め
た
、
白
糸
中
学
校
な
ら
で
は
の
ホ
ッ
ト
ハ
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
な
か
っ
た
ら
、
私
は
北
方
領
土

に
住
む
ロ
シ
ア
人
に
対
し
て
強
い
敵
対
心
を
持
ち
、
ロ
シ
ア
人
を
勝
手
に
嫌
い
、
何
が

事
実
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
否
定
し
続
け
た
と
思
い
ま
す
。
ホ
ッ
ト
ハ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
あ
る
こ
と
で
、様
々
な
視
点
か
ら
自
分
と
全
く
違
う
考
え
を
持
つ
人
を
理
解
し
、

否
定
せ
ず
納
得
す
る
こ
と
に
心
が
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私

た
ち
日
本
人
か
ら
は
見
え
な
い
ロ
シ
ア
側
の
考
え
に
も
興
味
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。 

 

今
回
、
私
の
考
え
は
ロ
シ
ア
人
の
発
言
動
画
と
ホ
ッ
ト
ハ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

る
二
つ
の
も
の
か
ら
構
成
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

「
言
語
、
受
け
取
り
方
、
歴
史
の
違
い
、
互
い
の
国
の
教
え
方
で
未
来
あ
る
子
ど
も
に

本
当
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
教
え
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
す
べ
て
の
こ
と
に
つ

い
て
理
解
し
あ
え
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
多
く
あ
る
と
考
え
ま
す
。
最
後
の
「
嘘
か
本
当

か
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
教
え
て
い
る
」
と
い
う
の
は
日
本
人
と
し
て
は
、
日
本
の
教
え

が
正
し
く
、
ロ
シ
ア
人
と
し
て
は
ロ
シ
ア
の
教
え
が
正
し
い
か
ら
で
す
。
国
際
会
議
の

時
は
、
お
互
い
の
歴
史
の
見
直
し
を
行
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
お
互
い
に

会
議
を
今
よ
り
も
大
切
に
考
え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

私
の
予
想
で
す
が
、
ど
ち
ら
か
が
北
方
領
土
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
で
、
必
ず
悲
し
い

想
い
を
し
て
し
ま
う
人
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
人
に
も
ロ
シ
ア

人
に
も
、
北
方
領
土
を
故
郷
と
し
て
今
を
生
き
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
日
本
が
北

方
領
土
問
題
に
つ
い
て
諦
め
る
こ
と
で
元
島
民
が
悲
し
み
、
ロ
シ
ア
が
諦
め
た
時
は
現

島
民
が
悲
し
み
ま
す
。
そ
の
双
方
の
気
持
ち
を
ど
の
よ
う
に
大
切
に
し
て
い
く
の
か
、

そ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
問
題
解
決
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

 

こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
こ
の
問
題
を
忘
れ
な
い
、
ど
こ
か
で
悲
し
ん
で
い
る
人
が
い
る

と
い
う
こ
と
を
覚
え
て
い
る
と
い
う
小
さ
な
こ
と
し
か
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
き
く
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
人
が
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
ど
の
立
場
に

立
っ
て
も
、「
忘
れ
な
い
」
と
い
う
ほ
ん
の
小
さ
な
こ
と
を
、
日
本
中
の
み
ん
な
が
意
識

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
、
い
つ
か
誰
か
の
心
の
支
え
に
な
る
こ
と
が
で
き
る

と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
気
持
ち
が
こ
れ
か
ら
揺
る
ぐ
こ
と
な
く
、
強
い
心
を
も

っ
て
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
き
た
い
で
す
。 
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優
秀
賞
（
北
方
領
土
返
還
要
求
京
都
府
民
会
議
会
長
賞
） 

 
北
方
領
土
の
過
去
と
今
を
考
え
る 

 

京
都
市
立
加
茂
川
中
学
校 

一
年 

小
嶌 

理
紗 

  

私
は
、
今
回
、
北
方
領
土
の
こ
と
を
知
る
た
め
に
、
資
料
を
読
ん
だ
り
、
舞
鶴
に
住

む
祖
父
に
話
を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
。 

 

「
領
土
」
と
は
、
国
家
が
支
配
す
る
統
治
権
を
も
つ
陸
地
と
い
う
意
味
で
、
そ
れ
は

他
国
と
の
条
約
で
決
ま
り
ま
す
。ロ
シ
ア（
当
時
は
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
と
い
う
国
で
し
た
）

と
は
、
一
八
五
五
年
二
月
に
日
魯
通
好
条
約
で
、
択
捉
島
と
ウ
ル
ッ
プ
島
の
間
に
国
境

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
千
島
列
島
や
樺
太
は
、
日
露
戦
争
や
第
二
次
世
界
大
戦
で
、

日
本
の
領
土
に
な
っ
た
り
、
他
国
の
領
土
に
な
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
択
捉
島
、
国
後

島
、
色
丹
島
、
歯
舞
群
島
は
、
歴
史
上
一
度
も
他
国
の
領
土
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。 

 

で
は
、
な
ぜ
「
北
方
領
土
問
題
」
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
、

一
九
四
五
年
二
月
に
ヤ
ル
タ
協
定
（
日
本
は
参
加
し
て
い
な
い
）
で
、
北
方
領
土
は
ソ

ビ
エ
ト
連
邦
の
も
の
に
な
っ
た
、
と
主
張
し
、
一
九
四
五
年
八
月
に
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が

武
力
で
占
領
し
て
以
降
、
国
名
が
ロ
シ
ア
に
な
っ
た
今
も
不
法
に
占
拠
し
て
い
る
か
ら

で
す
。 

そ
し
て
、
日
本
の
政
府
は
領
土
問
題
が
解
決
す
る
ま
で
、
国
民
に
北
方
領
土
へ
行
か

な
い
よ
う
に
と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
北
方
四
島
に
日
本
人
が
行
く
と
、
ロ
シ
ア

が
「
入
国
を
許
可
す
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
あ
た
か
も
統
治
権
を
ロ
シ
ア
が
持
っ
て
い

る
よ
う
な
ふ
る
ま
い
を
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
私
は
お
盆
に
舞
鶴
へ
墓
参
り
に
行
き
ま
し

た
が
、
一
九
四
五
年
ま
で
北
方
四
島
に
住
ん
で
い
た
人
は
、
そ
れ
が
で
き
な
い
わ
け
で

す
。 

 

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
は
、
一
九
四
五
年
に
千
島
列
島
や
樺
太
に
加
え
、
朝
鮮
半
島
や
満
州

と
呼
ば
れ
て
い
た
、
当
時
、
日
本
の
領
土
だ
っ
た
場
所
を
武
力
占
領
す
る
と
き
に
、
捕

ま
え
た
大
人
を
捕
虜
と
し
て
、
シ
ベ
リ
ア
な
ど
に
あ
る
収
容
所
に
入
れ
、
強
制
労
働
さ

せ
た
そ
う
で
す
。 

祖
父
に
よ
る
と
、
捕
虜
に
な
っ
た
人
た
ち
は
、
一
九
四
九
年
ま
で
に
舞
鶴
に
船
で
帰

国
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
戦
争
が
終
わ
っ
て
か
ら
財
産
を
失
い
、
と
て
も
寒
い
中
で
働

か
さ
れ
、死
ん
で
し
ま
う
怖
さ
に
あ
い
、や
っ
と
日
本
に
帰
っ
て
こ
れ
た
大
人
た
ち
は
、

本
当
に
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

北
方
領
土
問
題
が
起
こ
っ
て
か
ら
、
約
八
十
年
が
た
ち
ま
し
た
。
八
十
年
里
帰
り
で

き
て
い
な
い
人
が
い
る
一
方
で
、
八
十
年
住
ん
で
い
る
ロ
シ
ア
人
が
い
て
、
ど
ち
ら
に

と
っ
て
も
北
方
領
土
が
ふ
る
さ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。難
し
い
問
題
で
す
が
、政
府
は
、

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
戦
争
を
し
て
土
地
を
武
力
で
占
領
し
て
い
る
今
、
北
方
領
土

も
過
去
に
起
き
た
同
じ
問
題
だ
、
と
声
を
上
げ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
ま
し
た
。
そ

し
て
、
た
だ
、
声
を
上
げ
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
ロ
シ
ア
は
、
日
本
が

使
っ
て
い
た
工
場
を
使
い
、
製
紙
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
施
設
の
老
朽
化
で
工
場

が
使
え
な
く
な
り
、
日
本
に
経
済
協
力
を
求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
、「
日
本

の
も
の
だ
か
ら
日
本
が
直
す
」と
い
う
事
実
を
つ
く
る
実
行
力
も
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。 
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優
秀
賞
（
京
都
新
聞
賞
） 

 

北
方
領
土
問
題
の
平
和
的
解
決
に
向
け
て 

 

南
丹
市
立
園
部
中
学
校 

二
年 

塩 

見  

新 

  

北
方
領
土
は
北
海
道
の
北
東
に
位
置
す
る
島
々
だ
。
戦
前
は
日
本
固
有
の
領
土
だ
っ

た
が
、
今
は
ロ
シ
ア
に
不
法
占
拠
さ
れ
て
い
る
。
私
は
社
会
科
の
授
業
で
北
方
領
土
問

題
を
知
り
、
も
っ
と
知
る
た
め
に
現
地
視
察
事
業
に
参
加
し
た
。 

 

元
島
民
の
鈴
木
咲
子
さ
ん
は
、
択
捉
島
の
蘂
取
村
に
住
ん
で
お
ら
れ
た
そ
う
だ
。
で

も
、
戦
後
ソ
連
人
が
や
っ
て
き
て
金
品
や
着
物
を
奪
っ
て
い
き
、
三
年
ほ
ど
強
制
労
働

を
さ
せ
ら
れ
た
り
、
わ
ら
の
上
に
寝
か
さ
れ
た
り
す
る
よ
う
な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
そ

う
だ
。
三
年
後
に
は
、
小
さ
な
船
に
載
せ
ら
れ
樺
太
の
収
容
所
へ
連
れ
て
行
か
れ
、
そ

こ
で
も
人
と
し
て
扱
わ
れ
な
い
よ
う
な
辛
い
暮
ら
し
を
し
て
き
た
そ
う
だ
。
日
本
の
船

が
来
て
、
樺
太
か
ら
引
き
上
げ
る
と
き
に
は
、「
助
か
っ
た
」
と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
写
真
や
動
画
な
ど
で
は
わ
か
り
に
く
い
体
験
者
の
熱
い
思
い

を
直
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。鈴
木
さ
ん
は
最
後
に「
北
方
領
土
が
帰
っ
て
き
た
ら
、

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
こ
の
言
葉
か
ら
、
鈴
木
さ
ん
が
い
つ

か
必
ず
北
方
領
土
が
返
還
さ
れ
る
日
が
く
る
こ
と
を
信
じ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
日
が
早

く
来
る
よ
う
に
祈
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。
次
世
代
に
北
方
領
土
問
題
の
解
決
に
向

け
て
行
動
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
の
だ
と
強
く
感
じ
た
。 

 

ま
た
納
沙
布
岬
に
あ
る
北
方
館
の
副
館
長
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、
北
方
領
土
の
自
然

や
、
ロ
シ
ア
か
ら
侵
略
を
受
け
た
時
の
抵
抗
の
歴
史
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ

ら
に
漁
業
で
昆
布
を
取
る
時
な
ど
に
は
、
一
年
間
に
何
千
万
円
も
の
お
金
を
ロ
シ
ア
に

払
っ
て
、
収
穫
量
は
ほ
ん
の
少
し
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。
私
は
怒
り
の
感
情
が
湧

い
て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
ソ
連
の
侵
略
に
よ
っ
て
北
方
領
土
を
奪
わ
れ
た
上
に
、
領
海
も

奪
わ
れ
、
漁
を
す
る
た
め
に
お
金
ま
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ん
て
、
な
ん
て

勝
手
な
ん
だ
ろ
う
と
感
じ
た
か
ら
だ
。 

 

北
方
領
土
問
題
は
ど
う
す
れ
ば
解
決
で
き
る
の
だ
ろ
う
。一
番
に
言
え
る
こ
と
は「
返

せ
！
」
と
い
う
怒
り
の
感
情
に
任
せ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
日
本

が
強
制
的
に
返
還
を
行
う
と
、
そ
れ
は
過
去
に
ロ
シ
ア
が
行
っ
た
こ
と
と
同
じ
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
話
し
合
い
に
よ
っ
て
平
和
的
に
解
決
す

る
必
要
が
あ
る
。
過
去
に
は
共
同
経
済
活
動
と
い
う
案
も
出
て
い
た
と
授
業
で
学
習
し

た
。
今
現
在
、
北
方
領
土
に
住
ん
で
い
る
ロ
シ
ア
人
に
と
っ
て
は
、
北
方
領
土
が
故
郷

に
な
っ
て
い
る
。
お
互
い
の
考
え
を
話
し
合
い
、
歩
み
寄
り
、
共
存
で
き
る
よ
う
に
考

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。 

 

ま
た
鈴
木
さ
ん
と
副
館
長
さ
ん
の
話
で
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
北
方
領
土
の
こ
と

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
だ
。
よ
り
多
く
の
人
が
北
方
領
土
問

題
を
知
り
、
関
心
を
持
つ
こ
と
が
返
還
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
私
は
研
修
で
学
ん
だ
こ

と
を
多
く
の
人
に
伝
え
、
北
方
領
土
の
返
還
に
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
と
考
え
た
。 

 

研
修
か
ら
帰
っ
て
、
早
速
家
族
に
見
て
き
た
こ
と
や
聞
い
て
き
た
こ
と
を
話
し
た
。

す
る
と
「
な
ん
で
？
」「
ど
れ
く
ら
い
？
」
等
の
質
問
が
返
っ
て
き
た
。
私
は
答
え
る
こ

と
が
難
し
か
っ
た
。 

 

私
は
当
事
者
で
な
い
か
ら
、
当
時
の
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
だ
ま
だ
知
ら

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。今
、私
に
で
き
る
こ
と
は
伝
え
る
こ
と
だ
と
思
っ
た
が
、

さ
ら
に
知
る
こ
と
学
ぶ
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
当
時
の
様
子
を
正
し
く
伝
え
ら
れ
る
し
、
当
事
者
の
想
い
も
よ
り
深
く
考
え
ら

れ
る
か
ら
だ
。 

 

だ
か
ら
、
研
修
で
学
ん
で
終
わ
り
に
せ
ず
、
調
べ
学
習
を
し
、
周
り
の
人
に
北
方
領

土
問
題
を
伝
え
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。 
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優
秀
賞
（
京
都
新
聞
賞
） 

 
こ
れ
か
ら
の
北
方
領
土 

 

京
都
市
立
音
羽
中
学
校 

三
年 

水
上 

桜
聡 

  

小
学
三
年
生
の
時
、
北
方
領
土
が
近
く
で
見
え
る
北
海
道
の
根
室
と
い
う
場
所
に
行

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
は
、
北
方
領
土
が
水
平
線
よ
り
手
前
に
見
え
、
と

て
も
近
く
に
あ
る
島
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
写
真
を
見
返
し
て
い

る
と
、
根
室
に
「
島
を
返
せ
」
と
い
う
黒
い
旗
や
、「
呼
び
返
そ
う
。
先
祖
が
築
い
た
北

方
領
土
」
と
い
う
言
葉
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
昔
、
北
方
領
土
に
住
ん
で
い
た
人
は
、

今
で
も
、
訴
え
続
け
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。
も
し
、
自
分
が
、
故
郷
に

一
生
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
な
る
と
、
喪
失
感
を
覚
え
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
身

に
な
っ
た
と
し
て
考
え
る
と
、
ひ
ど
い
こ
と
が
起
き
て
い
る
と
実
感
し
、
一
刻
も
早
く

北
方
領
土
を
返
し
て
欲
し
い
と
毎
日
思
い
続
け
て
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
、
想
像

で
き
ま
し
た
。 

 

あ
る
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
が
戦
争
を
し
て
い
る
時
に
、「
ロ
シ
ア
か
ら
ウ
ク
ラ

イ
ナ
は
、
ど
ん
な
見
え
方
な
の
だ
ろ
う
」
と
、
気
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
常

に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
見
て
、
ロ
シ
ア
は
上
の
方
か
ら
攻
め
て
き
て
い
る
と
考
え
て
い
た

の
で
逆
の
考
え
方
を
し
て
み
た
の
で
す
。 

地
図
を
、
北
極
を
下
に
逆
さ
に
し
て
ロ
シ
ア
を
中
心
に
見
え
る
よ
う
に
す
る
と
、
一

気
に
見
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。ロ
シ
ア
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
見
え
方
も
そ
う
で
す
が
、

そ
れ
以
上
に
と
っ
て
も
び
っ
く
り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
か
ら
見
た
日
本

が
、方
向
が
違
う
だ
け
で
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
同
じ
状
況
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

普
段
、
テ
レ
ビ
や
社
会
科
の
授
業
な
ど
で
も
地
図
を
目
に
し
ま
す
が
、
近
い
国
と
い
え

ば
、
中
国
や
韓
国
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
ロ
シ
ア
が
こ
れ
ほ
ど
近
い
と
い
う
こ
と
に
気

づ
き
も
し
な
か
っ
た
の
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
と
、
北
方
領
土
の
問
題
と
、
こ
れ
ら
が
私
の
中
で
結
び
付

い
た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。 

北
方
領
土
に
戻
り
た
く
て
、
今
も
訴
え
続
け
て
い
る
人
が
い
る
。 

今
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
戦
時
中
で
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
攻
め
て
始
ま

っ
た
。 

日
本
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
見
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
反
対
方
向
で
は
あ
る
け
ど
、
位
置
が

似
て
い
る
。 

こ
の
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
が
日
本
に
い
つ
向
い
て
く
る
か
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
北
方
領
土
は
、
元
は
日
本
の
領
土
で
あ
っ
た
の
だ
か

ら
返
し
て
欲
し
い
、
と
ロ
シ
ア
に
強
く
言
う
と
、
い
つ
矛
先
が
日
本
に
向
い
て
く
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。 

私
た
ち
は
、
こ
の
北
方
領
土
の
問
題
に
対
し
て
、
領
土
を
返
し
て
欲
し
い
と
い
う
考

え
を
言
い
続
け
る
べ
き
か
、
日
本
の
安
全
で
平
和
な
未
来
を
守
る
た
め
に
こ
の
ま
ま
何

も
し
な
い
べ
き
か
、
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 
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優
秀
賞
（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
賞
） 

 
世
界
が
平
和
に
な
る
た
め
に 

 

京
丹
波
町
立
蒲
生
野
中
学
校 

二
年 

西
垣 

裕
惺 

  

二
〇
二
二
年
二
月
二
十
四
日
に
始
ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
戦
争
。
私
は
、

こ
の
戦
争
は
す
ぐ
に
終
わ
る
も
の
だ
と
最
初
は
思
っ
て
い
た
。
だ
が
半
年
、
一
年
と
長

く
続
く
戦
争
に
対
し
て
、
不
安
や
も
っ
と
大
き
な
戦
い
へ
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
日
々
感
じ
て
い
る
。
私
は
今
も
世
界
の
ど
こ
か
で
ま
た
戦
争
が
始
ま
っ
た
と
信

じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。 

 

授
業
で
北
方
領
土
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
た
時
に
、
私
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
北
方
領
土

は
同
じ
よ
う
な
状
況
で
あ
る
と
感
じ
た
。
自
分
の
国
も
領
土
が
奪
わ
れ
て
い
る
と
思
い

出
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
事
は
他
人
事
で
は
な
い
と
感
じ
た
。
ど
ち
ら
も
ロ
シ
ア
に
よ
っ

て
今
ま
で
暮
ら
し
て
い
た
土
地
を
奪
わ
れ
て
住
め
な
く
な
っ
た
り
、
未
だ
に
住
ん
で
い

た
場
所
に
帰
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
り
と
同
じ
よ
う
な
状
況
だ
と
感
じ
た
。
そ

し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
一
部
も
、
北
方
領
土
と
同
じ
よ
う
に
い
つ
ま
で
も
ロ
シ
ア
が
不

法
に
占
拠
し
続
け
て
し
ま
う
の
で
は
と
不
安
に
感
じ
て
い
る
。 

 

も
し
も
私
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
北
方
領
土
の
当
事
者
だ
っ
た
ら
と
考
え
て
み
る
。
ま
ず

最
初
に
、
先
祖
代
々
受
け
継
い
で
き
た
自
分
た
ち
の
故
郷
に
こ
れ
か
ら
も
住
み
た
い
か

ら
故
郷
を
返
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。
そ
し
て
、
も
う
そ
う
い
っ
た
争
い
を
無
く
し
て
、

同
じ
よ
う
に
帰
り
た
く
て
も
帰
れ
な
い
と
い
う
人
や
、
大
切
な
人
を
戦
争
で
失
っ
て
し

ま
う
人
が
い
な
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
だ
ろ
う
。
だ
け
ど
北
方
領
土
の
場
合
に
は
、

た
だ
単
に
返
し
て
も
ら
う
だ
け
で
は
、
解
決
で
き
な
い
問
題
だ
と
感
じ
た
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
北
方
領
土
に
は
今
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
ロ
シ
ア
の
人
々
も
い
て
、
返
し
て
も
ら

う
だ
け
で
は
、
逆
に
北
方
領
土
に
住
ん
で
い
る
人
の
故
郷
を
奪
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で

は
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
戦
争
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
ロ
シ
ア
の
中
に
も
お
墓
参
り
な

ど
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
人
も
出
て
く
る
と
思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
た
だ
返
し
て

も
ら
う
だ
け
で
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。 

 

私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
、直
接
何
か
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
で
き
な
い
。

そ
の
中
で
も
で
き
る
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
を
忘
れ
ず
に
考
え
続
け
る
こ
と
だ
と

感
じ
た
。
忘
れ
ず
に
考
え
続
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
北
方
領
土
が
ど

ん
な
状
況
な
の
か
を
知
ろ
う
と
思
っ
た
り
、
家
族
や
友
達
と
話
し
合
う
だ
け
で
も
変
わ

っ
て
く
る
と
思
う
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
い
つ
ま
で
も
み
ん
な
が
覚
え
続
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
戦
争
と
い
う
も
の
は
い
つ
の
時
代
で
も
起
こ
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
国
と
国
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
大
き
な
力
に
な
る
と
み
ん
な
が
考
え
、
そ

れ
が
繋
が
っ
て
い
き
世
界
が
平
和
に
な
っ
て
い
く
と
感
じ
た
。
一
人
一
人
を
大
切
に
、

そ
し
て
協
力
を
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
れ
か
ら
私
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
戦
争
や
、
一
人
一
人
の
大
切
さ
を
忘
れ
ず
に

生
き
て
い
き
た
い
。 

 

北
方
領
土
は
こ
れ
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
日
本
の
大
切
な
一
部
だ
。
私
は
北
方
領
土
が

日
本
へ
と
返
還
さ
れ
る
そ
の
日
ま
で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
、
忘
れ
ず
に
生
き
て

い
く
。 
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優
秀
賞
（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
賞
） 

 
百
聞
は
一
見
を
処
か
ず
と
も 

 

京
都
市
立
下
京
中
学
校 

一
年  

谷
口  

俊
太 

 

「
近
く
て
遠
き
も
の
」
と
い
え
ば
何
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
か
。僕
は
、北
方
四
島
で

あ
る
と
思
う
。 

僕
が
北
方
領
土
問
題
を
意
識
し
た
の
は
、兄
の
影
響
で
あ
る
。兄
が
北
方
領
土
問
題
に

つ
い
て
作
文
を
書
い
て
い
た
。と
て
も
悩
み
な
が
ら
書
い
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。「
そ

れ
だ
け
悩
む
北
方
領
土
問
題
っ
て
ど
ん
な
問
題
な
ん
や
ろ
う
」
と
思
っ
た
こ
と
も
覚
え
て

い
る
。今
、そ
の
時
の
兄
と
同
じ
立
場
だ
。色
々
な
こ
と
を
知
っ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、と
て
も

難
解
な
問
題
で
あ
る
と
痛
感
す
る
。 

北
方
四
島
は
目
と
鼻
の
先
に
あ
る
。し
か
し
、そ
こ
に
は
約
八
十
年
た
っ
て
も
破
れ
な
か

っ
た
壁
が
あ
る
。た
だ
、僕
は
、そ
の
壁
を
破
る
と
い
う
こ
と
は
、少
し
ず
れ
た
考
え
方
な
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。 

も
ち
ろ
ん
、日
本
人
の
中
に
自
分
た
ち
の
故
郷
を
不
法
に
占
領
さ
れ
た
人
々
が
い
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
こ
と
だ
。し
か
し
、今
、北
方
四
島
が
故
郷
で
あ
る
と
い
う
ロ
シ
ア
人
が
多

く
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。こ
の
状
況
で
「
ロ
シ
ア
は
不
当
に
占
領
し
て
い
る
。だ
か
ら
、

北
方
四
島
を
返
せ
。」
と
主
張
し
、北
方
四
島
が
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

根
本
的
な
解
決
に
は
至
ら
な
い
。同
じ
よ
う
に
故
郷
を
奪
わ
れ
た
と
感
じ
る
ロ
シ
ア
人
が

生
ま
れ
、返
還
運
動
へ
発
展
す
る
こ
と
が
目
に
浮
か
ぶ
。故
郷
を
不
当
に
占
領
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
の
辛
さ
を
わ
か
っ
て
い
る
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、そ
の
様
な
事
態
は
避
け
る
べ
き
で

あ
る
と
思
う
。そ
う
い
う
壁
が
幾
重
に
も
重
な
り
、北
方
領
土
問
題
の
解
決
を
妨
げ
て
き

た
。日
本
と
ロ
シ
ア
の
両
者
が
納
得
す
る
解
決
策
は
、い
ま
だ
に
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。 

解
決
策
の
一
つ
と
し
て
、共
存
を
目
指
す
と
い
う
手
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。そ
こ
に
は
、文

化
や
言
語
の
違
い
に
関
わ
る
問
題
だ
け
で
な
く
、例
え
ば
「
そ
こ
で
生
ま
れ
た
資
源
は
ど

ち
ら
の
国
の
も
の
に
な
る
の
か
」
な
ど
、別
の
問
題
も
生
ま
れ
る
。北
方
領
土
問
題
は
、世

界
の
歴
史
の
中
の
大
き
な
傷
で
あ
る
が
、そ
れ
を
大
き
な
進
歩
に
も
で
き
る
か
は
、私
た

ち
次
第
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
、北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
、考
え
て
き
た
と
は
い
え
、僕
は
「
話
を
聞
い
た
」

「
島
や
北
方
領
土
問
題
の
背
景
を
見
た
」
「
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
調
べ
た
」
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。 

僕
た
ち
は
、い
わ
ば
読
者
で
し
か
な
い
。僕
た
ち
は
、ソ

連
軍
が
侵
入
し
て
き
た
時
の
こ
と
も
、ソ
連
軍
に
家
を
占
領
さ
れ
る
時
の
こ
と
も
体
験
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。そ
し
て
、唯
一
、そ
れ
を
体
験
し
た
元
島
民
の
人
達
も
高
齢
化
が
進

み
、そ
の
人
数
は
減
少
し
て
き
て
い
る
。だ
か
ら
こ
そ
、「
知
る
」
と
い
う
努
力
だ
け
で
も
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
と
い
う
が
、「
見
る
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
の
問
題
の

解
決
の
た
め
に
は
、百
聞
で
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
精
神
で
立
ち
向
か
わ
な
け

れ
ば
、解
決
に
は
至
ら
な
い
と
思
う
。た
と
え
知
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
ろ
う
が
、そ
れ
だ

け
で
も
い
い
。そ
ん
な
一
つ
の
小
さ
な
行
動
は
、必
ず
自
分
の
た
め
に
、誰
か
の
た
め
に
、世

界
の
た
め
に
な
る
。そ
う
思
え
る
人
が
増
え
、知
識
や
技
術
が
進
歩
し
た
そ
の
先
に
あ
る

明
る
い
未
来
を
、僕
、そ
し
て
元
島
民
の
人
が
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
う
。 
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佳 

作 

 
北
方
領
土
の
明
る
い
未
来 

 

井
手
町
立
泉
ケ
丘
中
学
校 

一
年 

小
川
あ
ん
じ 

 

私
が
北
方
領
土
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
思
っ
た
理
由
は
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組

で
北
方
領
土
に
関
わ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
時
、
北
方
領
土
と
は
日
本
の
領
土
で
あ
り
な

が
ら
、
ロ
シ
ア
が
不
法
占
拠
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
知
り
、
な
ぜ
日
本
の
領
土
を
占
拠

し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
疑
問
に
思
っ
た
か
ら
で
す
。 

 

北
方
領
土
に
つ
い
て
外
務
省
と
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
っ

て
調
べ
て
み
ま
し
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
北
方
領
土
問
題
は
七
十
年
以
上
も
の
間
も
め

て
い
る
そ
う
で
、
北
方
領
土
を
日
本
が
治
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
と
仲
の
良
い
ア

メ
リ
カ
が
基
地
を
造
っ
た
り
す
る
こ
と
を
よ
く
思
わ
ず
、
ロ
シ
ア
は
な
か
な
か
返
そ
う

と
し
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
北
方
領
土
は
今
ま
で
日
本
人

し
か
定
住
し
た
こ
と
の
な
い
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、占
拠
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
本
人
が
島
に
住
め
な
く
な
っ
た
り
、
無
理
や
り
島
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
人
が
多
く
い

る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
で
も
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
不
法
占
拠
は

続
い
て
お
り
、
日
本
の
領
土
で
あ
り
な
が
ら
日
本
人
が
一
人
も
住
ん
で
い
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
は
、
北
方
領
土
に
つ
い
て
調
べ
て
み
て
、
北
方
領
土
が
ロ
シ
ア
の
も
の
に
な
っ
て

し
ま
う
と
、
日
本
の
人
々
の
生
活
に
も
支
障
が
出
て
し
ま
う
の
だ
と
考
え
ま
し
た
。
な

ぜ
か
と
い
う
と
、
占
拠
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
故
郷
か
ら
離
れ
る
人
も
い
れ
ば
、
居
場

所
を
失
う
人
も
い
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
島
を
失
う
と
排
他
的
経
済
水
域

が
狭
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
北
方
領
土
に
住
む
人
々
だ
け
で
な
く
、
日
本
全
体
に
も
問

題
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。 

 

北
方
領
土
の
今
の
状
況
を
調
べ
て
み
て
、
ロ
シ
ア
と
日
本
で
そ
れ
ぞ
れ
に
理
解
し
あ

わ
な
け
れ
ば
解
決
で
き
な
い
よ
う
な
問
題
な
の
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
と
言
っ

て
、
国
同
士
の
問
題
だ
か
ら
あ
ま
り
自
分
た
ち
に
は
関
係
な
い
の
だ
と
捉
え
る
の
で
は

な
く
、
自
分
た
ち
に
も
大
き
く
関
わ
る
こ
と
な
の
だ
と
理
解
し
て
、
北
方
領
土
問
題
に

し
っ
か
り
向
き
合
っ
て
、
ま
ず
は
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。戦
後
七
十
九
年
を
経
過
し
て
も
な
お
解
決
し
な
い
北
方
領
土
問
題
に
対
し
て
、

学
校
で
学
ぶ
こ
と
以
外
に
も
う
少
し
詳
し
く
調
べ
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
っ
と
自

分
も
目
を
向
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 
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佳 

作 

 
北
方
領
土
に
つ
い
て 

 

亀
岡
市
立
育
親
学
園 

八
年 

小
林 

賢
太 

  

僕
が
、
一
番
最
初
に
北
方
領
土
問
題
を
学
ん
だ
の
は
、
小
学
五
年
生
く
ら
い
の
時
で

す
。
習
っ
た
と
き
は
、
ま
だ
ど
ん
な
問
題
か
を
詳
し
く
理
解
で
き
て
い
な
く
て
あ
ま
り

関
心
も
な
い
ま
ま
で
し
た
。
け
れ
ど
八
年
生
に
な
り
、
友
達
が
北
方
領
土
の
近
く
に
行

く
の
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。 

 

五
年
生
の
時
は
、
北
方
領
土
は
日
本
の
領
土
で
戦
争
中
に
ロ
シ
ア
に
取
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
ぐ
ら
い
し
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
は
「
ロ
シ
ア
は
な
ぜ
占
領
す
る
の
か

な
？
返
し
て
ほ
し
い
け
ど
こ
ん
な
に
小
さ
な
島
だ
か
ら
も
う
あ
き
ら
め
て
る
の
か
な
？
」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
調
べ
て
み
る
と
、
北
方
領
土
の
全
島
を
合
わ
せ
る
と
面

積
は
約
五
千
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
福
岡
県
や
千
葉
県
と
同
じ
、
も
し
く
は
そ
れ
よ
り

大
き
い
こ
と
を
知
っ
て
す
ご
く
驚
き
ま
し
た
。
北
方
領
土
の
島
、
択
捉
島
は
日
本
最
北

端
の
島
で
、
排
他
的
経
済
水
域
が
広
く
、
漁
業
も
盛
ん
で
す
。
北
方
領
土
は
水
産
物
が

豊
富
で
サ
ケ
、
マ
ス
、
タ
ラ
バ
ガ
ニ
、
そ
れ
に
昆
布
採
取
業
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
に
昭
和
十
四
年
か
ら
昭
和
十
六
年
ま
で
の
三
か
年
平
均
で
約
五
千
六
百
万
貫
（
一

貫
は
三
、
七
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
当
時
の
金
額
で
約
五
千
二
百
万
円
で
、
北
海
道
全
域
の

二
十
三
％
も
占
め
て
い
た
の
で
す
。
そ
う
考
え
る
と
ま
す
ま
す
す
ご
く
大
事
な
日
本
の

島
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
そ
れ
に
北
方
領
土
は
一
度
も
他
の
国
の
領
土
に
な
っ
た
こ
と

は
な
く
、
正
真
正
銘
の
わ
が
国
固
有
の
領
土
だ
と
僕
は
思
い
ま
す
。
日
本
人
が
苦
労
し

て
開
拓
し
た
島
を
占
領
し
て
、
一
万
七
千
二
百
九
十
一
人
も
の
島
民
が
故
郷
を
追
わ
れ

る
な
ん
て
お
か
し
い
し
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
僕
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
と
考
え
た
時
に
、
重
要
な
こ
と
は
政
府
と
国

民
が
一
丸
と
な
っ
て
情
報
発
信
し
て
い
く
、
日
本
の
領
土
だ
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
故
郷
を
追
わ
れ
た
元
島
民
の
方
の
平
均

年
齢
は
八
十
八
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。
北
方
領
土
問
題
は
、
北
海
道
だ
け
の
問
題
で
は

な
い
の
で
す
。
日
本
国
民
、
特
に
次
世
代
を
担
う
若
い
世
代
の
方
に
関
心
と
理
解
を
持

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
は
じ
め
と

し
た
情
報
発
信
を
し
て
い
け
ば
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。
日
本
国
民
が
想
い
を
一
つ
に
し

て
北
方
領
土
返
還
を
強
く
願
う
こ
と
が
、
今
後
の
外
交
交
渉
を
後
押
し
す
る
大
き
な
力

に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。 

 

や
は
り
、
北
方
領
土
は
日
本
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
し
、
故
郷
を
追

わ
れ
た
人
が
一
万
七
千
二
百
九
十
一
人
も
い
て
、
と
て
も
深
刻
な
問
題
で
す
。
全
員
が

北
方
領
土
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
持
つ
だ
け
で
も
変
わ
っ
て
い
く
の
か
な
と
思
い
ま

す
。
最
近
で
は
北
方
領
土
の
日
（
二
月
七
日
）
や
八
月
「
北
方
領
土
返
還
運
動
全
国
強

調
月
間
」
等
の
取
組
、
北
方
領
土
問
題
を
情
報
発
信
す
る
活
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

僕
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
同
じ
日
本
人
と
し
て

北
方
領
土
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
領
土
問
題
に
目
を
向
け
、
未
来
を
見
つ
め
な
お
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 
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皆
さ
ん
は
、
北
方
領
土
問
題
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。 

 

私
は
以
前
か
ら
北
方
領
土
問
題
に
興
味
が
あ
り
、
実
際
に
北
方
領
土
に
行
っ
た
こ
と

が
あ
る
先
生
に
話
を
聞
い
た
。
話
を
聞
い
た
中
で
は
、
今
現
地
に
住
む
ロ
シ
ア
の
方
々

は
北
方
領
土
は
ロ
シ
ア
の
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
、
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。
こ
の
話
が

私
の
心
に
残
り
、
さ
ら
に
北
方
領
土
出
身
者
の
声
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。 

 

北
方
領
土
は
現
在
、
ロ
シ
ア
が
占
領
し
て
い
る
。
事
の
始
ま
り
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
中
、
中
立
条
約
を
破
っ
た
ロ
シ
ア
の
侵
攻
だ
。
そ
の
後
不
法
占
拠
し
た
ロ
シ
ア
に
よ

っ
て
、
日
本
人
島
民
一
万
七
千
人
ほ
ど
が
故
郷
の
島
を
強
制
退
去
さ
せ
ら
れ
た
。
調
べ

た
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、
元
島
民
は
持
っ
て
い
た
家
屋
や
船
舶
、
財
産
の
ほ
と
ん
ど
を
放

棄
さ
せ
ら
れ
、
所
持
品
も
制
限
さ
れ
て
故
郷
の
島
を
追
わ
れ
た
、
と
あ
っ
た
。
そ
し
て

元
島
民
の
思
い
は
叶
わ
ず
、
今
で
も
自
由
に
出
入
り
で
き
な
い
土
地
に
な
っ
て
い
る
。 

 

次
に
、
島
を
追
わ
れ
た
元
島
民
の
方
々
の
体
験
談
を
調
べ
た
。
島
を
追
わ
れ
た
後
、

日
本
人
は
シ
ベ
リ
ア
へ
追
い
や
ら
れ
、
憤
っ
て
も
食
べ
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
状

況
で
、
気
の
抜
け
な
い
生
活
だ
っ
た
そ
う
だ
。
元
島
民
の
方
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で

は「
日
本
の
領
土
だ
っ
た
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
の
だ
か
ら
、返
還
し
て
も
ら
い
た
い
。

私
が
住
ん
で
い
た
宝
島
な
ん
だ
か
ら
。
生
き
て
い
る
う
ち
に
『
父
さ
ん
、
母
さ
ん
、
島

が
返
っ
て
き
た
か
ら
、
頑
張
っ
た
か
い
が
あ
っ
た
よ
』
と
言
い
た
い
。」
と
あ
っ
た
。
当

時
、
島
を
追
い
出
さ
れ
た
元
島
民
の
方
々
の
平
均
年
齢
は
今
で
は
八
十
歳
以
上
だ
。
人

生
百
年
時
代
と
い
う
が
、
人
が
生
き
ら
れ
る
時
間
は
限
ら
れ
て
い
る
。
人
生
の
残
っ
た

時
間
で
故
郷
に
帰
り
た
い
、
と
い
う
切
実
な
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。 

 

た
だ
、
北
方
領
土
に
住
ん
で
い
る
ロ
シ
ア
の
方
々
は
こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
思
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
思
い
、
私
は
北
方
領
土
に
住
む
ロ
シ
ア
の
方
々
の
意
見
を

ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
、
北
方
領
土
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
先
生
の
話
を
詳
し
く
聞
い
た

り
し
た
。
話
の
中
身
は
同
じ
で
「
北
方
領
土
を
見
つ
け
た
の
は
私
た
ち
ロ
シ
ア
人
だ
。」

「
北
方
領
土
を
開
拓
し
た
の
は
ロ
シ
ア
人
だ
。」
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。
歴
史
を
調
べ
て

み
て
も
、
北
方
領
土
は
日
本
の
領
土
だ
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
北
方
領

土
に
住
む
ロ
シ
ア
の
方
々
は
自
分
た
ち
の
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
北
方
領

土
で
は
、
そ
の
場
所
に
住
む
ロ
シ
ア
の
人
々
の
暮
ら
し
が
あ
り
、「
日
本
に
返
し
た
く
な

い
」
と
い
う
声
も
高
ま
っ
て
い
る
。
北
方
領
土
に
ロ
シ
ア
人
が
住
む
よ
う
に
な
っ
て
八

十
年
近
く
が
経
ち
、
一
家
三
世
代
以
上
の
家
庭
も
あ
る
。
北
方
領
土
で
生
ま
れ
、
学
校

に
通
い
、
働
く
ロ
シ
ア
人
に
と
っ
て
も
島
は
「
故
郷
」
に
な
っ
て
い
る
。 

 

私
は
北
方
領
土
に
つ
い
て
調
べ
て
き
た
が
、
改
め
て
難
し
い
問
題
だ
と
実
感
し
た
。

日
本
は
北
方
領
土
の
返
還
を
求
め
て
い
る
が
、
取
り
戻
し
た
い
が
た
め
に
、
今
住
ん
で

い
る
ロ
シ
ア
の
方
々
を
強
制
送
還
す
る
の
は
、
元
島
民
の
方
々
が
故
郷
か
ら
離
れ
た
苦

し
い
日
常
の
二
の
舞
に
な
っ
て
し
ま
う
。
現
在
、
北
方
領
土
は
日
本
人
が
立
ち
入
り
に

く
い
状
況
だ
。
私
は
北
方
領
土
の
出
入
り
が
自
由
に
で
き
、
北
方
領
土
が
好
き
だ
と
い

う
人
が
そ
こ
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。
こ
れ
か
ら
は
そ
の
た
め
の
方
法
を
考
え
よ

う
と
思
う
。 
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北
方
領
土
に
は
終
戦
時
、
日
本
人
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
数
お
よ
そ
一
万
七
千

人
。
そ
の
人
達
は
終
戦
後
、
引
き
揚
げ
ま
で
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
し

ょ
う
か
。 

 

終
戦
ま
で
は
、
他
の
島
々
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
生
活
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
小
規
模

な
漁
業
を
営
ん
で
い
る
所
が
多
く
、
漁
業
経
営
者
に
雇
わ
れ
て
や
っ
て
き
た
人
が
独
立

し
家
族
と
暮
ら
し
始
め
た
そ
う
で
す
。
島
で
は
皆
が
仲
良
く
、
一
つ
の
物
で
も
二
つ
に

分
け
合
う
人
も
い
ま
し
た
。
し
か
し
病
院
が
極
め
て
少
な
く
、
出
産
が
あ
る
時
は
、
産

婆
さ
ん
の
代
わ
り
に
経
験
の
あ
る
お
ば
あ
さ
ん
が
手
伝
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、

重
病
者
が
出
た
時
は
、
根
室
や
函
館
な
ど
の
島
に
送
り
治
療
し
て
い
ま
し
た
。 

 

島
民
は
終
戦
を
駐
在
所
の
ラ
ジ
オ
で
知
り
、
中
に
は
「
日
本
は
負
け
た
の
か
」
と
涙

を
流
す
人
も
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
穏
や
か
な
元
の
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
っ
た
島
に
ソ

ビ
エ
ト
軍
が
侵
攻
し
、生
活
は
一
変
し
ま
し
た
。昭
和
二
十
年
八
月
二
十
八
日
頃
で
す
。

ソ
ビ
エ
ト
軍
は
腕
時
計
や
万
年
筆
な
ど
を
持
ち
去
り
、
中
に
は
若
い
娘
を
差
し
出
す
よ

う
要
求
し
た
軍
人
も
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
島
民
は
娘
を
隠
す
た
め
の
空
間
を
家
に

作
り
、
軍
人
が
来
る
た
び
に
そ
こ
へ
隠
れ
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。
空
襲
に
備
え
る
た

め
山
の
方
に
大
き
な
防
空
壕
を
作
り
物
資
を
そ
こ
へ
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ソ
連
軍
に

見
つ
か
り
荒
ら
さ
れ
没
収
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
う
し
た
占
領
下
の
生
活
で
、
日
本
人
は
住
む
場
所
が
半
分
ソ
連
人
達
に
占
拠
さ
れ

た
り
、
中
に
は
す
べ
て
を
占
拠
さ
れ
追
い
出
さ
れ
た
人
も
い
ま
し
た
。
で
す
が
中
に
は

ソ
連
人
た
ち
と
仲
良
く
し
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。
パ
ン
の
焼
き
方
を
教
え
て
も
ら
っ

た
り
、
子
ど
も
同
士
で
遊
ん
だ
り
と
、
民
間
人
と
民
間
人
で
は
人
種
の
垣
根
を
こ
え
て

交
流
し
て
い
ま
し
た
。 

 

昭
和
二
十
二
年
頃
か
ら
日
本
本
土
へ
と
強
制
的
な
引
き
上
げ
が
開
始
し
ま
し
た
。
引

き
上
げ
が
開
始
し
て
し
ば
ら
く
し
た
ら
、
ソ
連
側
か
ら
「
日
本
へ
帰
れ
。
残
る
な
ら
ソ

連
人
に
な
れ
」
と
い
わ
れ
る
人
も
出
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
て
引
き
揚
げ
の
準
備
が
終

わ
り
、
日
本
本
土
へ
向
い
、
本
土
に
住
み
始
め
た
元
島
民
の
方
々
は
今
も
北
方
領
土
の

こ
と
を
思
い
出
す
そ
う
で
す
。 

 

元
々
北
方
領
土
に
住
ん
で
い
た
人
々
は
、
今
も
北
方
領
土
す
べ
て
の
返
還
を
求
め
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
自
分
や
両
親
、
そ
の
祖
先
の
故
郷
に
ビ
ザ
な
し
交
流
と
し
て
一
時
的

に
行
く
の
で
は
な
く
、
も
う
一
度
生
活
し
た
り
、
墓
参
り
に
行
き
た
い
と
い
う
故
郷
を

思
う
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
で
す
。 

 

そ
ん
な
中
、
北
方
領
土
を
返
還
す
る
に
は
、
ロ
シ
ア
人
に
主
権
は
日
本
に
あ
る
事
を

熟
知
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
住
み
、
故
郷
と
し
て
い
る
事
は

ロ
シ
ア
人
も
日
本
人
も
同
じ
。
し
か
し
主
権
は
日
本
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
で
は
な
い
。
こ

れ
を
熟
知
さ
せ
対
話
を
重
ね
、
両
者
が
納
得
す
る
ま
で
と
こ
と
ん
話
を
煮
詰
め
る
こ
と

が
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。 
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北
方
領
土
問
題
は
、
日
本
国
と
ロ
シ
ア
連
邦
の
間
の
領
土
問
題
の
こ
と
で
あ
り
、
長

年
に
渡
っ
て
続
い
て
い
る
難
し
い
課
題
だ
。
北
方
領
土
と
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
太
平
洋

に
挟
ま
れ
た
、
北
海
道
の
北
東
に
位
置
す
る
歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
、
択
捉
島

の
四
つ
の
島
（
北
方
四
島
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
島
々
は
一
度
も
他
国
の
領
土

と
な
っ
た
こ
と
が
な
い
、
日
本
固
有
の
領
土
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
四
五
年
、
第
二

次
世
界
大
戦
の
終
結
後
に
ソ
連
に
占
領
さ
れ
、
そ
れ
以
来
今
日
ま
で
、
日
本
と
ロ
シ
ア

の
間
で
領
有
権
を
巡
る
争
い
が
続
い
て
い
る
。
今
も
な
お
、
多
く
の
人
々
が
そ
の
返
還

を
求
め
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
私
た
ち
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、

未
来
の
平
和
的
な
世
界
を
築
く
た
め
に
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
、
北
方
領
土
問
題
の
解

決
へ
向
か
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
考
え
る
こ
と
に
し
た
。 

 

考
え
つ
い
た
の
は
対
話
を
重
ね
る
こ
と
だ
。
国
と
国
と
の
間
で
意
見
の
対
立
が
あ
る

の
は
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
対
話
を
通
じ
て
お
互
い
の
意
見
や
立

場
を
理
解
し
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と
私
は
思
う
。
約
三
〇
年
続
き
、
二
〇
二
二
年
に
ロ

シ
ア
連
邦
か
ら
一
方
的
に
停
止
さ
れ
た
ビ
ザ
な
し
交
流
の
復
活
や
、
日
本
と
ロ
シ
ア
の

政
府
が
定
期
的
に
会
議
を
開
き
、
領
土
問
題
だ
け
で
な
く
経
済
や
文
化
交
流
に
つ
い
て

も
話
し
合
う
場
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
日
本
と
ロ
シ
ア
の
間
に
は
、
歴

史
的
な
背
景
が
多
く
存
在
す
る
。
お
互
い
の
歴
史
を
し
っ
か
り
と
学
び
、
相
互
理
解
を

深
め
る
こ
と
で
感
情
的
な
対
立
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

ま
た
、
学
校
教
育
の
中
で
も
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
の
授
業
を
充
実
さ
せ
、
次
の

世
代
で
あ
る
若
者
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で
、
将
来
の
日
本
と
ロ
シ
ア
の
関

係
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
昔
に
比
べ
れ
ば

講
演
会
な
ど
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
が
知
ら
な
い
け
れ
ど
、
他
人
事
で
は
済
ま
す
こ
と

の
で
き
な
い
問
題
や
課
題
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
る
。
だ
け
ど
そ

れ
以
上
に
充
実
さ
せ
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
う
の
だ
。 

 

そ
う
い
っ
た
面
で
は
、
や
は
り
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
平
和
の
大
切
さ
を
理
解
す
る

こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
は
ず
だ
。
私
自
身
こ
れ
ま
で
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

は
幾
度
と
な
く
あ
っ
た
も
の
の
、
じ
っ
く
り
考
え
、
確
実
に
理
解
で
き
た
こ
と
は
数
少

な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う
若
者
が
、
そ
の
理
解
に
向
け
て

北
方
領
土
問
題
に
興
味
や
関
心
を
持
ち
、知
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
る
。私
は
そ
れ
が
、

平
和
な
世
界
を
築
く
た
め
の
始
ま
り
に
な
る
と
思
う
。
私
た
ち
が
平
和
を
望
む
気
持
ち

を
持
ち
続
け
、
少
し
ず
つ
で
も
問
題
が
解
決
に
向
か
う
こ
と
を
願
う
ば
か
り
だ
。 
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も
し
、
あ
な
た
が
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
が
北
方
領
土
の
よ
う
に
突
然
他
の
国
に
占
拠

さ
れ
、
も
う
戻
れ
な
く
な
っ
た
と
し
た
ら
、
ど
う
感
じ
ま
す
か
。 

 

私
は
社
会
科
の
授
業
で
、
元
島
民
の
方
が
、
約
八
十
年
た
っ
た
今
で
も
北
方
領
土
の

島
に
帰
り
た
い
と
い
う
思
い
を
訴
え
続
け
て
い
る
様
子
を
見
て
、
北
方
領
土
問
題
の
事

の
切
実
さ
を
知
り
ま
し
た
。 

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
「
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
島
」
と
い
う
戦
前
戦
後
の
色
丹
島
を
舞
台
と

し
た
映
画
を
観
た
こ
と
で
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
元
島
民
で
あ
り
「
語
り
部
」
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
方
々
の
話
を
聞
く
機
会
も

あ
り
ま
し
た
。 

ロ
シ
ア
連
邦
は
、約
八
十
年
も
の
間
、法
的
な
根
拠
な
く
不
法
に
占
拠
し
て
い
ま
す
。

当
時
住
ん
で
い
た
約
一
万
七
千
人
も
の
日
本
人
が
故
郷
を
追
わ
れ
、
樺
太
へ
強
制
送
還

さ
れ
、
捕
虜
と
し
て
労
働
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
中
に
は
樺
太
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
り
、
軍
隊
に
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
船
に
乗
っ
て
い
る
途
中
で
亡
く
な
っ
た
り
、

生
き
て
日
本
に
帰
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

北
方
四
島
は
、
法
的
に
は
一
度
も
他
の
国
の
領
土
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

北
方
領
土
で
あ
る
国
後
島
、
択
捉
島
、
歯
舞
群
島
、
色
丹
島
は
日
本
人
が
江
戸
時
代

に
発
見
し
、
開
拓
し
た
日
本
固
有
の
領
土
で
す
。
日
本
は
、
不
法
に
北
方
四
島
を
占
拠

し
て
い
る
ロ
シ
ア
か
ら
返
還
を
求
め
、
全
国
で
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
や
、
二
月
七

日
を
北
方
領
土
の
日
と
定
め
る
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
北
方
四
島
に
以
前
住
ん
で
い
た
人
や
そ
の
親
せ
き
な
ど
が
、
限
定
さ
れ
た
条

件
の
下
で
実
際
に
島
に
行
っ
て
ロ
シ
ア
人
と
交
流
す
る
「
ビ
ザ
な
し
交
流
」
や
、
お
墓

参
り
が
で
き
る
「
ふ
る
さ
と
訪
問
」
と
い
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
流
行
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
日
本
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
支
援
し
た
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ら
の
交
流
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
で
、
二
〇
二
二
年
二
月
に
始
ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
。
私
は
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
北
方
領
土
不
法
占
拠
の
こ
と
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
起
き
て
い
る

悲
劇
が
、
非
常
に
よ
く
似
た
状
況
で
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
日
本
で
行
わ
れ
た
あ

の
悲
劇
が
、
こ
の
時
代
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
起
き
て
い
る
の
で
す
。 

ニ
ュ
ー
ス
で
、
家
族
が
戦
争
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

住
ん
で
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
故
郷
に
戻
れ
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
理
由
か
ら
涙
を
流
し

て
い
る
人
を
見
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
が
も
う
二
度
と
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
北
方
領
土
問
題
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
別
の
国
で
繰
り
返
し
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
す
る
べ
き
だ
、
と
私
は
考
え
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
、
北
方
領
土
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
続
け
、

北
方
領
土
返
還
を
願
い
続
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
願
う
の
を
や
め
て
し
ま
え
ば
、

や
が
て
ロ
シ
ア
の
領
土
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
忘
れ
去
ら
れ
た
り
し
て
、
北
方
領
土

は
返
っ
て
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
日
本
の
未
来
を
担
う
私
た
ち
が
、
関
心
を
持
つ
こ
と

が
北
方
領
土
問
題
の
解
決
へ
と
つ
な
が
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

北
方
領
土
問
題
と
聞
い
た
と
き
，
ロ
シ
ア
に
占
拠
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
知
っ
て
い

る
、
元
島
民
で
は
な
い
か
ら
関
係
な
い
、
と
思
う
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
が
突
然
他
の
国
に
占
領
さ
れ
、
故
郷
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。」
そ
う
考
え
た
ら
他
人
事
だ
と
は
思
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
元
島
民
の
方
々
は
八

十
年
間
、
島
に
帰
り
た
い
、
故
郷
に
戻
り
た
い
と
い
う
思
い
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。
北

方
領
土
問
題
を
他
人
事
で
は
な
く
、
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
、
問
題
に
寄
り
添
う
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
が
北
方
領
土
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。 

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、
私
た
ち
は
、
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
関
心
を
持
ち
続
け
、
後

世
へ
伝
え
て
い
く
べ
き
で
す
。
そ
の
こ
と
が
、
全
国
民
が
北
方
領
土
返
還
を
求
め
て
立

ち
向
か
っ
て
い
け
る
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
も
国
民
の
一
人
と
し
て
、
少
し
で
も

解
決
に
近
づ
け
る
よ
う
に
よ
り
関
心
を
持
っ
て
関
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 
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北
方
領
土
問
題
は
、
戦
後
か
ら
続
い
て
い
る
領
土
問
題
で
あ
り
、
解
決
す
る
に
は
歴

史
的
理
解
や
、
利
益
に
と
ら
わ
れ
ず
に
冷
静
に
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。 

 

ま
ず
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
と
と
も
に
、
ソ
連
（
現
在
の
ロ
シ
ア
）
が
北
方
領

土
を
占
領
し
た
事
実
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
日
本
は
北
方
領
土
は
固
有

の
領
土
だ
と
主
張
し
、
ロ
シ
ア
は
、
戦
争
の
結
果
と
し
て
合
法
的
に
ロ
シ
ア
の
も
の
で

あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
両
国
に
異
な
る
歴
史
的
理
解
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
が
解
決
さ
れ
な
い
限
り
、
こ
の
問
題
の
解
決
は
困
難
で
あ
る
と
思
う
。

そ
こ
で
大
切
に
な
る
の
が
、
過
去
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
ず
に
、
現
在
と
未
来
に
目
線
を
む

け
、
両
国
が
冷
静
で
現
実
的
な
視
点
を
持
つ
こ
と
だ
と
考
え
る
。
日
本
と
ロ
シ
ア
が
利

益
を
統
一
さ
せ
、
柔
軟
な
判
断
を
す
る
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
力
や
学
生
間
交
流
な
ど

を
通
じ
て
経
済
的
に
協
力
し
た
り
、
文
化
を
交
流
し
た
り
し
て
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
る
。 

 

し
か
し
、
現
在
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
し
て
い
る
ロ
シ
ア
に
対
し
て
、
あ
ま
り
良
い

印
象
を
持
つ
人
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
日
露
の
二
国
間
だ
け
で
な
く
、
国
際
社

会
に
協
力
を
求
め
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
う
。
国
際
連
合
や
他
の
主
要
国
と
連
携
し
、

国
際
的
な
圧
力
を
活
用
す
る
な
ど
、
国
際
的
な
視
点
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
れ
ば
、
ロ

シ
ア
と
平
等
で
平
和
的
な
問
題
解
決
が
期
待
で
き
る
と
思
う
。 

 

ま
た
、
実
際
に
、
私
た
ち
が
こ
の
問
題
に
直
接
的
に
関
わ
る
事
は
難
し
く
、
興
味
を

持
つ
人
も
少
な
い
た
め
、
若
い
世
代
に
対
し
て
、
歴
史
的
な
背
景
や
現
在
の
状
況
に
つ

い
て
の
正
し
い
知
識
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。
北
方
領
土
以
外
に
も
不
法

に
占
拠
さ
れ
て
い
る
領
土
は
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
国
民
全
体
が
理
解
度
を
高
め
、
関

心
を
持
つ
よ
う
に
心
掛
け
る
こ
と
が
、
将
来
的
に
こ
の
問
題
の
解
決
の
基
盤
と
な
る
こ

と
だ
ろ
う
。
私
た
ち
が
知
ろ
う
と
す
る
努
力
も
大
切
な
の
だ
。
私
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と

が
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
上
で
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
る
。 

領
土
問
題
の
解
決
に
は
時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
未
来
に
目
を
向
け
て
、

両
国
が
冷
静
に
な
り
、
着
実
に
一
歩
一
歩
、
ロ
シ
ア
と
関
わ
り
合
い
、
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
う
。
両
国
が
互
い
を
理
解
し
、
尊
重
し
、
妥
協

し
な
が
ら
、信
頼
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
で
、未
来
は
平
和
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

自
分
の
身
の
回
り
で
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
、
積
極
的
に
知
識
を
得
て
、
行
動
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。
一
人
一
人
が
小
さ
な
一
歩
を
踏
み
出
せ
ば
、
大
き

な
力
に
変
化
す
る
の
だ
。 

今
、
こ
の
島
々
に
住
ま
れ
て
い
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ロ
シ
ア
人
で
、
そ
の
日
常
を

脅
か
す
よ
う
な
事
を
し
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。し
か
し
、日
本
が
そ
れ
を
許
す
事
は
、

こ
れ
か
ら
の
世
界
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
と
思
う
。
複
雑

な
こ
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
を
ど
れ
だ
け
平
和
的
に
で
き
る
の
か
、
私
た

ち
に
か
か
っ
て
い
る
。 
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日
本
で
一
番
北
に
あ
る
島
、択
捉
島
。 

択
捉
島
は
、北
海
道
の
北
部
に
位
置
す
る
北
方
領
土
の
島
の
う
ち
の
一
つ
で
す
。し
か

し
、ロ
シ
ア
と
い
う
国
が
、「
北
方
領
土
は
自
国
の
領
土
で
あ
る
」
と
主
張
し
、占
領
し
て
い

ま
す
。こ
れ
が
、「
北
方
領
土
問
題
」
で
す
。 

私
は
北
方
領
土
問
題
の
解
決
に
少
し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
な
意
見
を
述
べ
る
た
め
に
、

『
エ
ト
ピ
リ
カ
～
想
い
を
紡
ぐ
鳥
～
」
と
い
う
ア
ニ
メ
を
観
ま
し
た
。 

こ
の
ア
ニ
メ
は
、択
捉

島
に
も
と
も
と
住
ん
で
い
た
人
の
視
点
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
ア
ニ
メ
を
観
て
一
番
印
象
に
残
っ
た
場
面
は
、ロ
シ
ア
兵
が
勝
手
に
家
に
入
り
、家

の
中
を
物
色
す
る
場
面
で
す
。私
は
、家
に
あ
る
貴
重
品
が
ど
ん
ど
ん
奪
わ
れ
て
い
く
場

面
を
観
て
い
て
、胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、つ
い

に
択
捉
島
か
ら
出
て
行
っ
て
し
ま
う
時
に
、悲
し
さ
と
と
も
に
悔
し
さ
も
あ
ふ
れ
て
き
て
、

言
葉
で
表
せ
な
い
よ
う
な
苦
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。こ
の
ア
ニ
メ
を
観
て
、や
は
リ
、択
捉

島
を
含
む
北
方
領
土
は
日
本
の
領
土
で
あ
り
、 

ロ
シ
ア
の
領
土
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
と

考
え
ま
し
た
。 

し
か
し
、そ
の
ア
ニ
メ
を
観
た
後
に
、気
に
な
る
ニ
ュ
―
ス
の
動
画
が
目
に
留
ま
り
ま
し

た
。そ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、北
方
領
土
の
島
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
色
丹
島
出
身
の
ロ
シ
ア
人

大
学
生
、ラ
ザ
リ
ナ
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
し
た
。そ
の
方
は
、「
色
丹
島
が
日
本
の
領

土
に
な
っ
た
ら
、き
っ
と
色
々
な
変
化
が
あ
る
の
だ
と
思
う
。」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
話
を
聞
い
て
、日
本
と
す
ご
く
似
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。日
本
も
北
方
領
土
か
ら

追
い
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
き
に
、人
々
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。こ
の
こ
と

か
ら
、た
と
え
違
う
国
だ
と
し
て
も
、考
え
方
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。 

私
は
、こ
の
「
ど
ん
な
関
係
の
国
で
あ
ろ
う
と
、考
え
方
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
」
と
い
う
こ

と
か
ら
、北
方
領
土
問
題
は
、そ
の
同
じ
考
え
同
士
の
日
本
と
ロ
シ
ア
が
、北
方
領
土
で
新

し
い
国
を
創
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。社
会
科
の
授
業
で
、今
、そ
れ
を
行
お

う
と
し
て
い
る
欧
州
連
合
か
ら
学
ん
だ
こ
と
が
生
か
せ
る
と
思
い
、こ
の
考
え
に
た
ど
り

着
き
ま
し
た
。 

北
方
領
土
で
新
し
い
国
を
創
る
こ
と
の
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
は
、ロ
シ
ア
の
人
と
日
本
の
人

の
ど
ち
ら
の
故
郷
に
も
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。今
、日
本
の
人
は
、北
方
領
土
に
住
む
こ

と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、も
う
一
度
住
も
う
と
思
っ
て
ロ
シ
ア
の
人
を
追
い
出
し

た
ら
、ロ
シ
ア
の
人
は
、も
う
一
度
故
郷
に
帰
り
た
い
と
思
う
と
私
は
考
え
ま
す
。日
本
の

人
と
同
じ
考
え
で
す
。そ
れ
を
何
度
繰
り
返
し
て
も
、ど
ち
ら
も
幸
せ
に
な
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。し
か
し
、新
し
い
国
を
創
る
こ
と
で
、ど
ち
ら
の
故
郷
に
も
な
り
、幸
せ
に
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

私
は
、北
方
領
土
問
題
が
解
決
に
向
か
わ
な
い
理
由
は
、「
ど
ち
ら
の
領
土
か
」
と
い
う
、

選
択
肢
が
二
つ
し
か
な
い
問
題
を
解
こ
う
と
し
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。私
も
、

は
じ
め
は
そ
う
で
し
た
。し
か
し
、調
べ
て
い
く
に
つ
れ
て
、選
択
肢
は
、ま
だ
ま
だ
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。新
し
い
国
を
創
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

こ
の
考
え
方
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 
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〝
北
方
領
土
っ
て
何
？
〟 

そ
う
聞
か
れ
た
と
き
私
は
、
し
っ
か
り
答
え
ら
れ
る
自
信
が
な
か
っ
た
。 

だ
か
ら
、「
何
も
知
ら
ん
と
作
文
な
ん
か
書
け
る
か
！
」
と
思
っ
て
、
調
べ
て
み
る
こ

と
に
し
た
。
小
学
校
の
と
き
に
習
っ
た
し
、
中
学
校
で
も
地
理
で
習
っ
た
は
ず
だ
。
覚

え
て
い
る
こ
と
は
、
ソ
連
が
勝
手
に
条
約
を
破
っ
て
攻
め
込
み
、
乗
っ
取
ら
れ
た
ま
ま

返
っ
て
き
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
け
だ
っ
た
。
教
科
書
を
開
く
。 

「
北
方
領
土
は
一
九
四
五
年
に
、
日
本
と
の
条
約
を
無
視
し
て
一
方
的
に
侵
略
し
て

き
た
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
に
占
拠
さ
れ
、
日
本
人
は
立
ち
退
か
さ
れ
ま
し
た
。
ソ
ビ
エ
ト
連

邦
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
に
署
名
せ
ず
、
現
在
ま
で
ロ
シ
ア
が
不
法
に
占
拠

し
た
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
北
方
領
土
の
返
還
に
向
け
、
ロ
シ
ア
と
平
和

条
約
を
結
ぶ
た
め
、
交
渉
を
続
け
て
い
ま
す
。」 

や
は
り
、
不
法
に
占
拠
し
て
い
る
ロ
シ
ア
は
お
か
し
い
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
、
元
島

民
の
人
々
の
思
い
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
、
次
は
府
立
図
書
館
の
電
子
図
書
で
調
べ
よ

う
と
手
を
付
け
て
み
た
が
、私
に
は
難
し
い
と
考
え
、タ
ブ
レ
ッ
ト
で
動
画
を
探
し
た
。

北
方
領
土
に
関
す
る
動
画
は
、
全
て
を
見
切
れ
な
い
く
ら
い
あ
が
っ
て
い
た
。 

よ
く
出
て
き
た
ワ
ー
ド
は
〝
ふ
る
さ
と
〟
だ
。 

北
方
領
土
の
元
島
民
は
、
今
か
ら
七
十
九
年
前
、
暮
ら
し
が
壊
さ
れ
、
島
か
ら
追
い

出
さ
れ
、
〝
ふ
る
さ
と
〟
に
帰
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
う
思
う
と
、
苦
し
い

思
い
に
な
る
。 

ま
た
、
そ
ん
な
中
で
少
し
印
象
に
残
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
サ
ハ
リ
ン
の
大
学
に
通

う
色
丹
島
出
身
の
女
性
が
「
私
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
大
好
き
な
色
丹
島
が
、
日
本
の

領
土
に
な
っ
た
ら
、
多
く
の
人
が
島
か
ら
出
て
行
っ
て
移
住
が
進
む
で
し
ょ
う
。
や
は

り
そ
う
な
っ
て
は
、
ほ
し
く
な
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
る
。
な
ん
と
、
今
、
ロ
シ
ア

人
に
と
っ
て
も
、
北
方
領
土
は
〝
ふ
る
さ
と
〟
と
な
っ
て
い
た
の
だ
。 

「
北
方
領
土
は
返
還
す
べ
き
で
あ
る
」
こ
と
は
、
正
し
い
と
思
う
。
で
も
、
ど
う
や

っ
て
返
還
を
促
す
の
か
、
今
、
住
ん
で
い
る
人
た
ち
は
ど
う
す
る
の
か
、
そ
う
い
っ
た

面
で
も
考
え
る
こ
と
が
、
私
に
で
き
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
何
か
を
思
考
・
判
断
・
表

現
す
る
に
は
、そ
の
こ
と
に
つ
い
て
多
く
の
知
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

自
分
の
知
識
は
ま
だ
ま
だ
浅
い
か
ら
、
も
っ
と
興
味
・
関
心
を
も
っ
て
北
方
領
土
問
題

に
触
れ
る
べ
き
だ
と
感
じ
た
。 
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僕
は
、
こ
の
作
文
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
あ
ま
り
知
ら
な

い
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
ま
ず
北
方
領
土
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
ロ
シ
ア

が
日
本
の
領
土
で
あ
る
北
方
領
土
を
、
法
的
根
拠
な
く
占
拠
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。詳
し
く
調
べ
て
み
る
と
、日
本
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
て
降
伏
し
た
後
、

ソ
連
軍
が
北
方
四
島
に
侵
攻
し
、
日
本
人
島
民
を
強
制
的
に
追
い
出
し
た
と
い
う
こ
と

も
わ
か
り
ま
し
た
。 

こ
れ
を
見
て
、
僕
は
、
ロ
シ
ア
が
悪
い
、
と
思
っ
た
け
ど
、
ど
ち
ら
の
領
土
で
も
な

く
し
た
ら
争
い
が
起
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ま
し
た
。
で
も
、
ど
ち
ら
の
領

土
で
も
な
く
し
た
ら
、
北
方
四
島
で
と
れ
る
水
産
物
が
誰
の
も
の
で
も
な
く
な
っ
て
、

日
本
の
水
産
資
源
が
減
っ
て
、魚
を
使
う
食
べ
物
の
値
段
が
高
く
な
る
と
思
い
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
を
家
族
と
話
し
た
ら
、
み
ん
な
か
ら
「
え
っ
！
ダ
メ
や
ろ
！
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
家
族
は
、「
領
土
の
問
題
は
そ
う
簡
単
に
譲
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
僕
は
少
し
の
領
土
く
ら
い
い
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
理
で
学
習
し
た
二
百
海
里
の
排
他
的
経
済
水
域
の
こ
と
を
思
い
出
し
考
え

る
と
、
小
さ
な
島
が
と
て
も
大
き
な
領
域
に
関
わ
り
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
だ
か
ら
、
家
族
は
簡
単
に
譲
っ
て
は
い
け
な
い
と
言
っ
て
い
た

の
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
領
土
を
か
け
て
戦

争
し
て
い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
は
、
命
を
懸
け
て
自
国
の
領
土
を
守
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
考
え
る
と
、
命
と
同
じ
ほ
ど
大
切
な
領
土
を
簡
単
に
譲
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
思
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
日
本
は
北
方
領
土
以
外
に
も
、
韓
国
と
の
間
で
竹
島
に
つ
い
て
、
中
国
と

の
間
で
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
の
対
立
が
あ
り
ま
す
。
北
方
領
土
は
、
北
方
領
土
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
北
方
領
土
を
譲
っ
た
ら
他
の
領
土
も
同
じ
よ
う
な
展
開
に
な
っ
て
い

く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
考
え
る
と
、
は
じ
め
は
小
さ
な
島
だ
と
思
っ
て
い
た
け
れ

ど
、
小
さ
な
島
が
抱
え
る
大
き
な
問
題
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
平

和
的
に
解
決
す
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
だ
と
僕
は
思
い
ま
し
た
。 

最
後
に
、
み
ん
な
が
納
得
し
て
合
意
で
き
る
こ
と
は
、
領
土
問
題
に
お
い
て
は
と
て

も
難
し
い
こ
と
だ
と
僕
は
感
じ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
自
分
に
と
っ
て
の
平
和
は
、
相
手

に
と
っ
た
ら
不
満
か
も
し
れ
な
い
し
、
国
ご
と
に
文
化
や
考
え
方
が
違
い
ま
す
。、
だ
か

ら
、
そ
れ
を
わ
か
り
合
お
う
と
す
る
こ
と
で
、
双
方
が
納
得
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。
自
分
の
国
の
こ
と
を
自
分
事
と
し
て
考
え
、「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
や
「
自
分
に

は
何
も
で
き
な
い
」
と
思
う
の
で
は
な
く
、
事
実
を
正
し
く
知
っ
て
心
に
留
め
て
お
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。 
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